


平
成
同
年
度
の
魚
津
市
一
般
会
計
予
算
が

決
ま
り
ま
し
た
。
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し

て
い
る
も
の
の
国
や
地
方
の
財
政
は
依
然
と

し
て
厳
し
く
、
魚
津
市
の
予
算
も
大
幅
な
財

源
不
足
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
厳
し
い
中
に
も

『
地
域
特
性
を

生
か
し
た
地
域
振
興
策
を
図
る
こ
と
が
魚
津

市
を
活
性
化
し
、
元
気
あ
る
ま
ち
と
す
る
』

こ
と
を
念
頭
に
今
年
度
の
予
算
を
編
成
し
、

市
民
と
協
働
を
図
る
施
策
、
安
全
・

安
心
な

ま
ち
づ
く
り
施
策
、
子
育
て
支
援
の
た
め
の

施
策
な
ど
を
中
心
に

一
般
会
計
で
は
前
年
度

対
比
幻
%
の
増
額
と

4
年
ぶ
り
の
積
極
型
予

算
と
な
り
ま
し
た
。

-E 市
が
自
ら
の
手
で
確
保
で
き
る
財
源
を

自
主
財
源
と
い
い
、
全
体
の
日
・

8
%
を

占
め
て
い
ま
す
。

市
税
は
松
下
電
器
産
業

側
の
工
場
敷
地
購
入

・
工
場
設
備
投
資
な

ど
の
影
響
も
あ
り
、
固
定
資
産
税
が
前
年

度
比
日
・

7
%
増
と
な
り
ま
し
た
。
市
税

全
体
で
は
日

・
9
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
お
・

l
%
減
と

な
り
、
財
源
不
足
が

7
億

5
9
0
0
万
円

生
じ
ま
し
た
が
、
財
政
調
整
基
金
(
※
)
等

を
充
て
不
足
分
を
補
い
ま
し
た
。

※
財
政
調
整
基
金

不
況
等
に
よ
る
税
収
の
減
少
や
災
害
等

に
よ
る
予
定
外
の
支
出
増
加
に
備
え
て
財

源
を
調
整
す
る
た
め
の
基
金
で
す
。

一
般

的
な
家
計
で
い
え
ば
貯
蓄
に
あ
た
り
ま
す
。

自主財源

55.8% 

( )内は構成比

依存財源

44.2% 

そのイ也 13.9億円 (8.1%) 

国庫支出金

10.5億円 (6.1%) 

17.9億円

5.7億円

41.6イ意円

4.5億円

個人市民税

法人市民税

固定資産税

その他の税

県支出金

15 億円 (8.7 %~

分担金 ・負担金4.7億円 (2.7%)

繰入金 7.6億円 (4.4%)
使用料 ・手数料

2.3億円 (1.3%)



特別会計の内訳

下水道事業 25億 1，700万円 (+ 4.9%) 

農業集落排水事業 9億 4.400万円 (+18.0%) 

簡易水道事業 1イ意8，240万円 (+11.6%) 

国民健康保険事業 39億 1，100万円 (+ 3.9%) 

老人保健医療事業 49億 9，000万円 (+ 1.9%) 

介護保険事業 35億 9，600万円 (- 2.1%) 

水族館事業 1億 7，160万円 (- 1.7%) 

C A T V 事業 1億 7，200万円 ( -70.2%) 

前年度比3，700万円増(+0.2%) 

特別会計とはある特定の事業を行う場合に、

一般会計(市の一般的な行政活動に対する経理)

とは区別して行う会計のことです。主に、その

事業による収入によって経理を行います。

164億8，400万円
E盟国調

歳
出
で
は
、
松
下
電
器
産
業
側
へ
の
企

業
立
地
助
成
な
ど
で
印
億
9
0
0
0
万
円
、

東
山
地
区
ほ
場
整
備
事
業
に

1
億
5
0
0

0
万
円
、
(
仮
称
)
道
下
児
童
セ
ン
タ

ー
建

設
に

l
億
4
5
0
0
万
円
、
経
田
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業

・
住
宅
市
街
地
総
合
整

備
事
業
に

1
億
3
4
0
0
万
円
な
ど
を
計

上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
・
市
議
会
議
長
の
交
際
費

の
削
減
、
管
理
職
手
当
の

叩
%
削
減
の
継

続
、
職
員
総
数
の
削
減
、
時
間
外
勤
務
手

当
の
削
減
(
事
務
効
率
の
見
直
し
)
な
ど
行

財
政
改
革
に
努
め
、
約
l
億
2
1
0
5
万

円
の
節
約
に
努
め
ま
し
た
。

監
巌下
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
り
入
れ
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
下
水
道
事
業
会
計
の
健

全
維
持
の
た
め
に
平
均
約
日
%
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
も
高
齢
化
の
進

行
や
介
護
サ

ー
ビ

ス
の
充
実
等
に
伴
い
、

保
険
料
を
見
直
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は

資
産
割
(
固
定
資
産
税
額
に
応
じ
て
か
け

ら
れ
て
い
た
部
分
)
を
な
く
し
、
住
民
負

担
の
軽
減
に
努
め
ま
し
た
。

次
の
ペ

l
ジ
で
は
今
年
度
の
主
な
事
業

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

こんなふうに

使うんだね

9億円 (5.2%)その他

。
民生費

46.6億円 (26.9%)

子どもやお年寄り、
障害のある人の福祉に

衛生費 6.3億円 (3.7%)

健康診断やごみ処理など

農林水産業費
89億円 (5.1%) 

農業・林業
水産業の発展に

教育費

15.5億円 (8.9%)

学校、生涯学習や

スポーツなど 総務費

25億円 (14.5%)

市の全般的な
仕事の経費

公債費 21.3億円 (12.3%)

道路や公園などを造るため
に借りたお金の返済

商工費
19.2億円 (11.1%)

商工業や観光を盛んに

土木費 21.3億円 (12.3%)

道路や公園の整備など ( )内は構成比





[平成1同点事業会合詞|
平成 18年度の水道事業は、安定し

た水供給のため新しい水源地を作るこ

とにしています。また、蛇団地内など

で配水管を 5，940m布設し、市内の老

朽化した水道管については 3，540mを

新しいものに取替えます。

し一一_1lX:益坦盟主 .
予 算 額 前年度対比 内 台百句

予 算 額 前年度対比 内 台Eプー，

3億1，960万円 5.6% 企業債など

5億8，075万円 +1.2% 改良工事費など

資本的収支の不足額 2億 6，115万円は、
内部留保金などで補てん。

|収益的収支|とは

水道事業活動による収支で、支出には水

道事業の維持管理費、支払利息などがあ

ります。

|資本的収支|とは

水道施設の拡張、改良をするための収支

で支出には建設改良費、企業債償還金な

どがあります。

砂水道事業会計予算に関するお問合せ先

魚津市水道局 (市役所第二分庁舎)

ft23 -1 013 



3
月
市
議
会
定
例
会

3
月
市
議
会
定
例
会
は
、

3
月

2
日
か
ら
却
日
ま
で
の
ゆ
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

案
件
は
、
平
成
叩
年
度
魚
津
市

一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
や
条

例
な
ど
市
長
提
出
の
切
議
案
に
つ

い
て
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
た
案
件

目
闘
闘
幽

V
平
成
同
年
度
魚
津
市

一
般
会

計
予
算
、
下
水
道
ほ

か
農
業

集
落
排
水

・
簡
易
水
道
・
国

民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
医

療

・
介
護
保
険

・
水
族
館

・

C
A
T
V
事
業
の
各
特
別
会

計
予
算
、
水
道
事
業
会
計
予

算
(
本
誌

2
1
5
ペ
ー
ジ
で
概
要
紹
介
)

V
平
成
口
年
度
魚
津
市
一
般
会

計
補
正
予
算
、
下
水
道
ほ
か
、

簡
易
水
道

・
国
民
健
康
保
険

・

老
人
保
健
医
療

・
介
護
保
険

・

C
A
T
V
事
業

の
各
特
別
会

計
補
正
予
算
、
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算

V
平
成
汀
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補

正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認

(
項
目
の
み
記
載
)

四
閑
閥
開
園

V
魚
津
市
国
民
保
護
対
策
本
部

及
び
魚
津
市
緊
急
対
処
事
態

対
策
本
部
条
例

V
魚
津
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例

V
魚
津
市
子
ど
も
の
権
利
条
例

園
幽
固
樹
園

V
魚
津
市
議
会
の
議
員
そ
の
他

非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
関
す
る
条
例

V
魚
津
市
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例

V
魚
津
市
長
、
助
役
及
び
収
入
役

の
給
与
に
関
す
る
条
例
並
び
に

魚
津
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例

V
魚
津
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例

V
魚
津
市
基
金
条
例

V
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

V
魚
津
市
手
数
料
条
例

V
魚
津
市
在
宅
高
齢
者
等
住
宅

改
善
資
金
貸
付
条
例

V
魚
津
市
在
宅
高
齢
者
生
活
支

援
事
業
条
例

V
魚
津
市
知
的
障
害
児
通
園
施

設
条
例

V
魚
津
市
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
1

ビ
ス
セ
ン

タ
ー
条
例

V
魚
津
市
重
度
心
身
障
害
者
等

医
療
費
助
成
条
例

V
魚
津
市
公
害
防
止
条
例

V
魚
津
市
介
護
保
険
条
例

V
魚
津
市
営
住
宅
設
置
条
例

V
魚
津
市
農
村
下
水
道
条
例

V
魚
津
市
下
水
道
条
例

V
魚
津
市
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

条
例

園
悶
回

V
経
団
漁
港
の
指
定
管
理
者
の
指
定

V
市
道
路
線
の
認
定

新
経
田
l
号
線
ほ
か

9
路
線

V
市
道
路
線
の
変
更

青
柳
東
山
線
の
変
更

V
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
つ
き
同
意
(
敬
称
略
)

田
代
昭
夫
(
宮
津
)
他
6
件

市
議
会
3
月
定
例
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
6
月
発
行
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
山
火
事
」
防
止
に
ご
協
力
く
、
だ
さ
い
!

山
火
事
の
原
因
の
多
く
は
、
タ
バ
コ
や
た
き
火
の
不
始
末
で
す
。

こ
れ
か
ら
北
陸
地
方
は
、
山
の
雪
解
け
も
進
み
、
乾
燥
し
て
山

火
事
の
発
生
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
。
山
火
事
は
い
っ
た
ん

発
生
す
る
と
、
消
火
に
必
要
な
水
の
不
足
や
道
路
状
況
が
悪
い
な

ど
消
火
活
動
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
、
登
山
、

山
菜
摘
み
な
ど
で
入
山
す
る
際
に
は
次
の
と
お
り
火
気
の
取
扱
い

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
O

i
l
l
山
口
ジ

一ら

コA
分
wl

拶
昼
/

一た

・
山
中

で

の

た

き

火

の

禁

止

行

法

}

信

/

一刈

:

づ
人
シ

Q

H

J

一
つ
に

・
タ
バ

コ
の
投
げ
捨
て
禁
止

3
J

川

ρ
一わ

れ

F什
吋

戸

F
L
)

一終

入

(
吸
殻
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
)
メ
ハ
/
(
1
1|
/
一川

殻

犬
山
火
事
を
発
見
し
た
時
は

/
/
J
¥
¥
頑
吸

1
1
9
番
に
通
報
し
、
す
み
や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
そ
の
準
備
講
習
会
の
ご
案
内

危
険
物
取
扱
者
試
験
は
、
危
険
物
の
取
扱
作
業
の
保
安
に
関
し

て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
に
つ

い
て
筆
記
で
行
わ
れ
ま
す
。
今
後
、

危
険
物
の
作
業
に
従
事
す
る
予
定
の
あ
る
方
は
こ
の
機
会
に
受
験

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

隠
隣
盟
国

試
験
の
種
別
甲
種
、
乙
種
全
類
、
丙
種

試
験
日

6
月
お
日
同

試
験
会
場

あ
り
そ
ド

l
ム

申
込
み
受
付
期
間

4
月
初
日
同

1
5月
2
日

ω

一A嗣
胤
凶
幽
回
同
嗣
制
調
闘
醐
嗣
切
羽
週

講
習
の
種
別

甲
種
、
乙
種
全
類

講
習
日

6
月
1
日
同

・
2
日
闘

会

場

魚
津
市
消
防
本
部

V
以
上
の
お
問
合
せ
先

魚
津
市
消
防
本
部

8
M

・
0
1
1
9



「

Lー

の

『
魚
津
市
行
政
改
革
集
中
改
革
0

フ
ラ
ン
』

を
策
定
し
ま
し
た

魚
津
市
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み
を
、
さ

ら
に
強
力
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
魚
津
市
行
政
改
革
集

中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

J

，

暗

唱

諸

週

島
町

一

長
く
続
い
た
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
国

・
地
方
は
大
変
厳

し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
「
景

気
回
復
」
の
言
葉
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
多

額
の
借
金
を
抱
え
る
国
の
財
政
状
況
は
、
県
や
市
町
村
に
も

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
魚
津
市
も
、
基
金
(
家

計
で
い
う
貯
蓄
)
を
取
り
崩
し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
や
り
く

り
を
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
環
境
保
全
対
策
、

I
T

(
情
報
技
術
)
化
の
進
展
、
個
人
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
行
政
に
求
め
ら
れ
る
課
題
や

内
容
は
、
さ
ら
に
数
多
く
、
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

市
役
所
が
、
時
代
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
様
々
な
市

民
ニ

l
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

よ
り
効
率
的
に
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
仕
組
み
、、つく

り
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、

「
経
費
を
節
減
す
る
た
め
の
取
り
組
み
」
、

「
費
用
を
か
け
た
だ
け
の
効
果
が
あ
る
か
な
ど
の
点
検
」
を

行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
市
役

所
の
仕
事
の
内
容
や
進
め
方
な
ど
を
根
本
的
に
見
直
し
、
改

め
て
、
つ
く
り
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

を
【
行
政
改
革
】
・
:
ぎ
ょ
う
せ
い
か
い
か
く

国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
機
関
に
つ
い
て
、
そ
の
組
織
や
運

営
を
内
外
の
変
化
に
適
応
し
た
も
の
に
変
え
る
こ
と
。
組
織
の
統

廃
合
、
事
務
の
効
率
化
、
規
制
緩
和
な
ど
を
目
的
と
す
る
。
行
革

と
略
し
て
称
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
(
新
辞
林
三
省
堂
よ
り
)

島

町

都

'

魚
津
市
で
は
平
成

8
年

2
月
に
最
初
の
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
。
平

成
ロ
年
に
第

2
次
、
そ
し
て
平
成
凶
年
に
は
第

3
次
魚
津
市
行
政
改
革

大
綱
を
策
定
し
、
行
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、

①
職
員
定
数
の
削
減
②
人
件
費
の
削
減
③
組
織
機
構
の
ス
リ
ム
化

④
事
務
事
業
評
価
の
試
験
的
導
入
に
よ
る
職
員
の
意
識
改
革

⑤
指
定
管
理
者
制
度
導
入
な
ど
に
よ
る
民
間
委
託
の
推
進

な
ど
の

一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、

一
方
で

「
行
政
改
革
な
ん
て
目
標
に
過
ぎ
な
い
。
結
局
『
ヤ

ク
シ
ョ
』
は
何
も
変
わ
ら
な
い
。
」
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
は
ず
。

市
財
政
の
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
行
政
を
行
っ

て
い
た
の
で
は
、
高
度
情
報
化
の
進
展
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
等
に
よ
っ

て
、
ま
す
ま
す
多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民
一
一

l
ズ
に
応
え
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
よ
う
な
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
行
政

が
自
ら
の
強
い
意
志
を
持
っ
て
改
革
に
取
り
組
み
、
「
ヤ
ク
シ
ョ
』
が
変

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

次
の
ぺ

l
ジ
か
ら
、
今
回
策
定
し
た

「
集
中
改
革
0

フ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。



『
魚
津
市
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
』
の
概
要

島
酔
齢
且

r釦

こ
の
プ
ラ
ン
(
計
画
期
間
・
平
成
口
年
度
か
ら
幻
年
度
ま
で
)
は
、
時

代
の
変
化
と
そ
れ

に
伴
う
市
民
一
一

i
ズ
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
市
役
所
に
す
る
た
め
、
今
後

5
年
間
に
お
け
る
行
財

政
改
革
の
方
針
と
具
体
的
な
手
段
を
明
確
に
す
る
も
の
で
す
。

①
職
員
数
の
削
減
や
民
間
能
力
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、

簡
素
で
効
率
的
な
市
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

②
で
き
る
だ
け
数
値
目
標
を
掲
げ
、

成
果
を
重
視
し
た
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
税
等
の
収
納
率
向
上
や
保
有
用
地
の
売
払
収
入
な
ど
、

積
極
的
に
財
源
を
確
保
し
ま
す
。

| ①定員管理・給与の適正化・人材育成 | 
内容

平成 22年4月 1日現在の職員数の目標を 428人以
職員数の削減

下とします。(平成 17年4月1日現在は 450人)

平成16年4月から実施している管理職手当 10%削
減を平成 18年度も引き続き実施します。また、平成

人件費の抑制
18年度以降、時間外勤務手当を平成17年度当初予算

対比で 19%抑制します。

人事給与制度実績・能力・態度評定詰IJ度を導入します。

の改革 希望降格制度導入を検討します。

人材(職員)の実績・能力・態度評定と運動した人事考課制度(※)

育成 を平成18年度に試行し、平成19年度から導入します。

自項

※人事考課とは、職員 1人ひとりの日常の職務行動を通じて、

各人の職務遂行度や業績、能力を細かに分析・評価し、これ

を人事管理の全般または一部に反映させる仕組みをいいます。

| ②経費節減・収入確保等の財政効果 1 
間
口re 

E

Z

 

こ
れ
か
ら
行
政
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

「
財
政
の
健
全
化
し
と
「
市
民
と
の
協
働
」
を

推
進
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。

「
市
民
と
の
協
働
」

よ
り
良
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か
を
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
情
報

公
開
や
市
民
参
加
の
計
画
ず
つ
く
り
な
ど
を
積
極
的
に
行

い
、
聞
か
れ
た
市
政
の
実
現
を
通
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
財
政
の
健
全
化
」

限
ら
れ
た
収
入
(
市
税
等
)
で
、
ま
す
ま
す
多

様
化
す
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
、
な
る
べ
く
お
金
を
か
け
な
い
で

で
き
る
方
法
を
工
夫
し
た
り
、
収
入
を
増
や
す
万

法
を
考
え
た
り
し
て
、
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

| ③民間委託等の推進 | 
内容

内公の施設の管理運営に、指定管理者制度を導
公共施設の管理運昌

入するなど、民間事業者等の能力を積極的に
への民間能力の活用

活用します。

業務の 市民サービスが維持又は向上され、コストの

アウトソーシング縮減につながると見込まれる場合は、積極的

(民間委託)の推進 にアウトソ-シンク (民間委託)を推進します。

呂1吾

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
次
の
様
に
具
体
的
な
項

目
・
内
容
を
策
定
し
ま
し
た
。

l ④事務事業の再編・整理、廃止・統合 I 

内容

行政評価(※)を通じて行政の現状を認識し、

行政評価制度の確立その課題を発見し、改善を図ります。評価結

果を計画、予算、人員配置に反映させます。

行政評価システムを活用しながら、平成 19年

補助金等の見直し度までに、改めて全ての補助金等の見直しを

実施します。

自項

※行政評価とは、「計画よリも結果、予算よリも決算を重視す

る。税金が実際にどのように使われ、仕事の所期の目的が

達成されたかを評価する。その結果を次の計画・改善につ

なげる。」ものです。

※補助金は、市が公益上の必要性を認めた場合lこ、市民や団

体が実施する事業に対して行う財政的支援です。

内容

「魚津市使用料等適正化検討委員会 (仮称)Jを設

使用料等の見直し置し、受益と負担の適正化を図リ、公平性と収

入を確保します。

保有用地の 市が保有する土地で、処分可能な土地、貸付可能な

処分・有効活用 土地については、積極的に処分・貸付けを行います。

公共施設維持管理公共施設の維持管理業務の内容や管理運営の手

運営経費の削減 法を見直し、コストの縮減を図リます。



|蒜都-市I魚津?の親担指し七I
⑤行政経営システムの見直し | 

内容

平成21年度決算の目標を以下のように掲げ¥その
実現に向けて毎年度、財政の健全化に努めます。

財政の健全化 経常収支比率(※)83%以下
公債費負担比率(※)17%以下
自主財源比率 50%以上

平成 19年度末には残高ゼ口が見込まれる財政調整

基金(※)について、将来の臨時的な財政需要等に
積立基金の充実

柔軟に対応するために、平成21年度末の積立 (残
高)目標額を 5，000万円とします。

文書の電子化を図るとともに、電子決裁による意

思決定の迅速化、ペーパーレス化、経費節減を図
電子市役所

ります。また、公共施設予約システムなど、 新た
づくりの推進

なシステムの導入により、市民の利便性の向よを

図ります。

市民と行政のパートナーシップ (協働)のもと、市

民が主役のまちづくりを進めます。市民参加、市
市民との

民との協働を進めるため、地域コミ ュニティ計画
協働の推進

を策定し実践するとともに、住民自治の基本とな

る条例制定に取り組みます。

時差出勤 (フレックスタイム)制度の活用を図リな

がら、平日において開設する窓口の対応時間延長
窓口サービスの
改韮 を検討し、利用度が高いところから順次実施しま

回 す。総合案内の体制を整備し、窓口サービスを-

層充実します。

※経常収支比率とは、市税などの経常的に収入される一般財源

が、人件費や公債費などの経常的に支出する経費に、どのく

らい使われているかを見る指標です。経常的な支出の害IJ合が

少ないほど「財政的に余裕がある」ということになリ、市民

サービスの拡充や新規事業の実施が可能となります。

※公債費負担比率とは、市税など、 その使い道が決まっていな

し¥一般財源のうち、どのくらい公債費 (借金の返済)に使わ

れているかを見る指標です。月 の々口 ンの返済が多し¥ほど

生活が苦しくなるのと同じで、公債費負担比率が高いほど市

の財政状況はよくないということになります。

※財政調整基金とは、たとえ収入の落ち込みがあっても、ある

一定の住民サービスは必ず行う必要があることから、この時

の資金不足を穴埋めするために保有するものです。

日項

|総合計画第8次基本計画を策定しましたl

市では、平成 22年度を

目標年度とするまちづく

りの新しい指針『第 3次

魚津市総合計画第8次基

本計画』を策定しましたo

m この基本計画のダイジェ

スト版を本誌とともに各家庭に配布しま

すのでご覧ください。

これは平成 12年度に策定した第3次総

合計画基本構想を実現するための後期 5年

間の計画です。計画では「市民協働」と

「自治体経営」を基本柱としています。

また、市内のそれぞれの地域が持って

いる特性を生かし、活性化を図る ととも

に、各地域の連携感が強い社会を構築す

ることにしています。そ して、さらなる

地域振興を進めることで元気都市“魚津"

の実現を目指します。

国E 基本計画タイジ・ェス卜版の P4.6

8.10.12下表中、『施策実現に向けての指標

例(抜粋).sで「基準値JI現状値JI目標値」

の年度が抜けていました。

正しくは「基準値(12年度)Jr現状値 (1
6年度)Jr目標値(22年度)Jです。

8緩儒!>..急務から

うおづまちづくりふれあい講座を

開設します

市
で
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
取

し
ん
ち

ょ
く

り
組
み
の
実
施
状
況
、
進
捗
状
況
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
結
果
を
公
表

し
な
が
ら
継
続
的
に
行
政
改
革
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の

責
任
と
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、

互
い

に
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
将
来
都
市
像

で
あ
る

「人
と
自
然
と
文
化
が
共
生
す

る
元
気
都
市
“
魚
津
"
」
の
実
現
に
向
け

て
、
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

V
魚
津
市
行
政
改
革
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

総
務
課
行
革
推
進
係

(市
役
所
2
階
)

岱
幻

・
1
0
7
8

市では、『市民と行政との協働によるま

ちづくり』をめざして、うおづまちづく

りふれあい講座を開設します。

市民のみなさんや各種団体からのご要

望があれば、市の職員が地域活動の場な

ど、みなさんの集まる場ヘ出向き、日頃

の市役所の仕事やサービス、 制度など幅

広い分野について説明を行います。

|主な講座|

・これからの市町村合併

.魚津市の財政状況

・知っておきたい住民税の仕組み

.救命救急講習

・すくすく育児講座 など 10分野70講座

講座内容については、各公民館等に配

布の「講座のしおりJをご覧ください。ま
た、魚津市のホームページtからも検索で

きますのでご利用くださし¥。

@ 
除以上2件の問合せ先

企画政策課地域づくり係

(市役所2階) H23-1067 



市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
使
用
料
金

を
単
価
改
定
率
で
平
均

M

・
9
%
増
に

な
る
料
金
改
定
を

4
月
か
ら
行
い
ま
す
。

※
火
災
復
興
な
ど
の
地
域
下
水
道
と
農
村
下
水
道
の
平
沢
、
東
城
、

上
野
方
、
天
神
、
上
中
島
地
区
を
除
き
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い

使
用
料
単
価
は
、
7
月
納
付
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

一
般
世
帯
の
約
9
割
の
万
の

使
用
料
は

m
・6
%
の
ア
ッ
プ

と
な
り
ま
す

ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

公
共
下
水
道
は
、
平
成

3
年
目
月

に
供
用
を
開
始
し
て
以
来
、
消
費
税

を
除
き
、
使
用
料
の
改
定
を
せ
ず
に

推
移
し
て
き
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
は
、
家
庭
や
事
業
所

等
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を
、
浄
化

セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
、
き
れ
い
に
し

て
放
流
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
私

た
ち
の
生
活
す
る
郷
土
の
水
環
境
保

全
や
生
活
環
境
改
善
な
ど
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
下
水
道
事
業
の
維
持
管
理
費

は
利
用
者
か
ら
納
付
い
た
だ
い
て
い

る
使
用
料
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

下
水
道
整
備
に
要
す
る
費
用
は
、
国

の
補
助
金
や
受
益
者
負
(
分
)
担
金
な

ど
で
賄
う
も
の
の
ほ
か
、
約
必
%
は

長
期
起
債
(
初
年
の
長
期
ロ

l
ン
)
で

賄
っ
て
い
ま
す
。
使
用
料
は
こ
の
返

済
に
も
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
同
年
度
の
使
用
料
か
ら

返
済
金
に
充
て
た
額
は

6
千

5

百
万
円
余
り
で
、
返
済
額
の
約

7

・7
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

残
り
は
、
市
の
一
般
会
計
か
ら

日
億
円
余
り
の
繰
入
れ
な
ど
で

補
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
る
と

い
う
事
は
、
広
い
意
味
で
は
下

水
道
未
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
も

下
水
道
事
業
費
の
負
担
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
も
あ

り
、
公
平
な
負
担
の
意
味
か
ら

も
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

今
回
の
料
金
改
定
は
、
今
後

4
年
間
で
返
済
額
の
打
%
ほ
ど

を
使
用
料
で
賄
え
る
よ
う
改
善

し
、
下
水
道
利
用
者
負
担
の
適

正
化
を
進
め
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
使
用
料
の
引
き
上
げ

以
外
の
改
善
策
と
し
て
、
維
持

管
理
費

の

一
層

の
節
約
や
整
備

済
み
地
域
で
の
接
続
促
進
に
よ

る
使
用
料
の
増
収
及
び
建
設
コ

ス
ト
の
縮
減
な
ど
種
々
の
努
力

を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

下水道使用料の水量別単価内訳(1か月当り)

※
下
水
道
課
で
は
、
料
金
改
定
や
下
水
道
全
般
に
つ
い
て

の
「
お
出
か
け
説
明
会
」
を
始
め
ま
す
。
日
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
で
お
気
軽
に
下
水
道
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

新しい料金 (改定率)

基本料 (10nf) 1，350円 (10.7%)

11 -...20 nf 146円 (10.6%)

21 -...40 m3 157円 (10.6%)

41-...50nf 165円 (16.2%)

51 -...100 nf 180円 (18.4%)

101 nf以上 200円 (22.7%)

6段階 (平均改定率 14.9%)

-・-.. E .. -
-h ....-

...._ 

....-

.... 

....-

...._ 

....-

今までの料金

基本料 (10m3) 1，220円

11 -...20 nf 132円

21 -...50 nf 142円

51 -...100 nf 152円

101 nf以上 163円

5段階

大一般世帯で利用の多い

1か月 11-"'40nfの使用料は 10.6%のアップです。
-従来の 5段階の料金区分が 1段階増えて 6段階となりました0

.単価の改定率は実際の料金のアップ率とは異なリます。

-実際に請求させていただく料金は 2か月分で計算します。



一
転
画
町
民
主

実
際
に
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
く
料
金
は

2
か
月
分
で
計
算
し
ま
す
。

新料金での計算方法(2か月当り)

速算式単価使用水量

20 m3以下は 2，700円(基本料)2，700円0"-'20 m3 

x 146円-220円使用水量 (21"-' 40 m3) 146円21 "-'40 m3 

x 157円-660円使用水量 (41"-' 80m3) 157円41 "-'80nf 

x 165円-1，300円使用水量 (81"-'100m3) 165円81 ~100 m3 

x 180円-2，800円使用水量 (101~200m3)180円1 01 ~200 m3 

x 200円-6，800円

水道水でご使用の方は、左の水道検針票の

真ん中より少し下の欄に下水道使用水量が記

載しであります。

下水使用量を、よの速算式の該当する行の

水量ヘ代入し計算してください。

証言画 (41~80 rrfの行の速算式を使用)
53m3 x 157円一660円=7，661円ニ幻，660円

(10円未満は切捨て)

使用水量 (201m3以上)200円201所以上

ヲロ水道f吏沼m
今回下水使用指

令自の料金

太郎魚津 t葺

一(税込) 7制
と 下辺守主

7，660 
下水辺使用料 司

ぷ織によっ窃主するとにIdあり会せん.

唱憾i位協力お脇町tますo~lt~ 良水

下
水
道
州
制
金
歌
麿
@
お
知

5
t

(水道検針票の一部を拡大)

井
戸
水
(
水
道
水
以
外
の
水
)

で
下
水
道
を
利
用
さ
れ
る
家
庭

用
の
み
に
使
用
す
る
場
合
の
使

用
水
量
の
認
定
方
法
を
次
の
と

お
り
改
定
し
ま
す
。

今
回
の
認
定
水
量
の
改
定
で
、

2
1
4
人
世
帯
が
増
え
、

5
人

以
上
の
世
帯
は
水
量
が
減
り
ま

す
。

こ
れ
は
、
水
道
水
で
の
利

用
者
実
績
を
基
に
見
直
し
を
し

た
も
の
で
、
今
ま
で
の
認
定
水

量
が
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
使

用
水
量
と
差
が
生
じ
て
き
た
か

ら
で
す
。

ま
た
、

下
表
の
下
段
(
③

・

④
)
は
、
使
用
料
金
の
計
算
例

を

2
か
月
当
り
で
計
算
し
て
い

ま
す
。
実
際
の
使
用
料
金
は
、

2
か
月
分
ず
つ
ま
と
め
て
計
算

し
、
請
求
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

井
戸
水
と
水
道
水
を
併
用
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

下
記
認
定
水
量
の
半
分
と
水
道

水
の
使
用
水
量
を
合
わ
せ
た
水

量
で
使
用
料
を
計
算
し
ま
す
。

井
戸
水
使
用
の
方
で
、
使
用

者
人
数
に
変
更
が
あ
る
方
は
、

至
急
下
水
道
課
へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

(水道検針票)

|井戸水使用者認定水量の改定比較(水量は 1か月当り) I 

|利用者人数 1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人以上の 1人分 i
① 新水量 10m3 15 nf 20m3 25 m3 30m3 35 nf 40m3 5nf加算

② 旧水量 10m3 10m3 17 m3 24m3 31 m3 38m3 45nf 7nf加算

増減水量(①-②) Om3 5m3 3m3 1 m3 ム1m
3 
ム3m
3
ム5m
3 2 m3減算

E

E

E

 

①
使
用
料
の
納
付
期
限
の
変
更

日
川
町市
山

使
用
月
の
末
日
ま
で
納
付

聞
配
州
市
凶

使
用
月
の
翌
月
お
日
ま
で
に
納
付

※
今
年
度
の

4
月
分
の
農
村
下
水

道
使
用
料
は
、

5
月
お
日
の
納

期
と
な
り
、

4
月
末
の
納
付
は

あ
り
ま
せ
ん
。

②
年
度
途
中
で
の
使
用
人
数
等
の

変
更
を
追
加

使
用
人
数
に
つ
い
て
は
従
来
、

毎
年
度

4
月

1
日
現
在
を
基
準

日
と
し
て
使
用
料
は

1
年
間
変

更
し
な
い
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は

届
出
に
よ
り
、
使
用
料
を
変
更

す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
(※

2
週
間
以
内
の

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。)

平
成
日
年
度
か
ら
整
備
を
進
め

て
い
た
松
倉
地
区
農
村
下
水
道
が
、

鹿
熊
区
の
一
部
、
稗
畠
区
、
室
田

区
、
観
音
堂
区
、
金
山
谷
区
の
一

部
で
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

下
水
道
課
業
務
係
(
市
役
所
第
2
分
庁
舎
)

岱
お
・

1
0
3
8



(
平
成
時
年
度
。
初
年
度
)

市
高
齢
者
保
健
福
世
話
画

平
成
同
年
度
か
ら
初
年
度
ま
で
の
第
3
期
魚
津
市
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
委
員
会

(※

1
)
が
2
月
末
に
開
催
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
魚
津
市
で
は
、
「
高
齢
者
が
自
分
ら
し
く
自
立

し
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
国

の
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
い
、
介
護
が
必
要
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
ま
た
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
自
立
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
「
活
動
的
な
お
歳
」
を
め
ざ
し
た
介
護
予
防
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

東部デイサービスセンターでのレクリエ ションの様子。

市では活動的な85歳を目指して介護予防事業を始めます。

~~ 

• 
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

( 高齢者保健福祉計画の主な内容 I 
②地域全体で支えあうまちづくりの推進

地域全体で支えあうまちづくリを推進

するために、地域活動を支援します。

また、 高齢者の人権を守るための事業

(成年後見帝IJ度や認知症高齢者支援)を

推進します。

①健康づくりと社会参加の促進

心臓病や脳卒中などの循環器系の疾患

への対策として、特に「メタボ'リツクシ

ンドローム(※2)J対策を重点的に実施す

るなど、 高齢期になっても生き生きと暮

らせるような健康づくりに取り組みます。

④自立を支えるサービスの充実

高齢者が住み'1貫れた地域で自

立した生活を送る

ため、介護サービ

スの質の向上と自

立サービスの充実

を目指します。

③総合的な介護予防の推進

65歳以上の高齢者に新たに介護予防健診を

実施して、介護に至らないための事業を推進

します。

また、介護が必要な状態になっても悪化しな

いための対策を、市に新しく設置する 『地域包

括支援センター』 が主体となって取り組みます。

(※

l
)
委
員
会
は
医
療
・
保
健
・
福

祉
の
関
係
者
や
学
識
経
験
者
・
一
般

公
募
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
別
名
で

構
成
さ
れ
、
高
齢
者
の
保
健
・
福
祉

に
関
す
る
総
合
的
な
事
業
や
介
護
保

険
事
業
に
つ
い
て
計
画
の
策
定
と
、

そ
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
点
検
・
審

議
す
る
も
の
で
す
。
事
務
局
は
市
の

社
会
福
祉
課
で
す
。

(※

2
)
「
メ
タ
ボ
リ
ツ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
と
は
、
過
度
に
た
ま
っ
た
内
臓

脂
肪
が
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
さ

ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ

し
ゃ
す
く
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

広
報
う
お
づ
平
成
同
年

2
月
号
凶

ペ
!
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健康で長生きできるのが

一番し¥し¥ことじゃね



[ 介護鰍事業計置の主な内容 ) 
①新予防給付の新設

軽度(要支援 1・2)の介護認定を受けた方については、

『地域包括支援センタ-jで介護予防サービス計画を作成

し、サービス事業所で介護予防サービスを利用して、状

態の維持・改善に努めます。

※広報うおづ平成 18年2月号6ページおよび3月号4ぺ-
ジもご覧ください。

②第3期の介護保険料は

基準年額59，640円(月額4，970円)

魚津市では、医療系介護保険施設の利用率が高く、施

設サービス・在宅サービス共に 1人あたリの利用額が県

内で最も多くなっています。

平成18年度から初年度の 3年間、 65歳以上(第 1号被

保険者)の介護保険料は基準年額 59，640円となり、第 2

期の保険料より約 22%の値上げとなリます。

保険料は収入に応じて、年額 23，850円から 104，370円ま

で7段階です。

平成18年 4月、魚津市役所 1階の

社会福祉課内に『魚津市地域包括支援

センター』が設けられました。

このセンターは、保健師、社会福祉

士、主任ケアマネジャーが中心となっ

て高齢者の皆さんの支援を行います。

それぞれの専門職はお互いに連携を取

りながら「チーム」として高齢者の皆

さんを総合的に支えます。

異体的には、地域包括支援センター

では次の4つの事業を行います。

①総合相談・支援

高齢者に関する健康や福祉、生活

など様々な相談に応じる総合相談支

自

Lー

②介護予防支援

階層 区 分 加算率 保険料

生活保護の受給者。老齢福祉年金 年額 23，850円
第1段階 の受給者であって、本人および世 0.4 

月額 1，987円帯全員が住民税非課税の方。

本人および世帯全員が住民税非課 年額 23，850円
第2段階 税で、合計所得金額と課税年金収 0.4 

月額 1，987円入額が80万円未満の方。
本人および世帯全員が住民税非課 年額 42，940円

第3段階 税で、合計所得金額と課税年金収 0.72 
月額 3，578円入額が 80万円以上の方。

第4段階
世帯の誰かに住民税が課税されて 年額 59，640円
いるが本人は住民税非課税の方。 (基準) 月額 4，970円

第5段階
本人が住民税課税で、前年の合計

1.25 
年額 74，550円

所得金額が 200万円未満の方。 月額 6，212円

本人が住民税課税で、円リ年の合計 年額 89，460円
第6段階 所得金額が 200万円以よ 250万円 1.5 

月額 7，455円未満の方。

第7段階
本人が住民税課税で、前年の合計

1.75 
年額104，370円

所得金額が250万円以上の方。 月額 8，697円

在宅での自立した生活を続けるた

め、介護予防の支援を行います。虚

弱高齢者への介護予防プランの作成

や要支援 1・2の認定者の介護予防

援を行います。ご希望に応じて、

宅での訪問相談も行いますので、

連絡ください。

ケアプランを作成し、自分らしい暮

らしを続けるお手伝いを行います。

③権利擁護、虐待早期発見・防止

高齢者の皆さんが安心して暮らせ

るよう、権利を守る手助けを行いま

す。契約などに関する不安には成年

後見制度等の紹介や高齢者虐待防止

に向けての意識啓発や相談窓口の整

備を行います。

④地域のネットワーク構築

地域で暮らす高齢者の皆さんを様々

今
回
の
介
護
保
険
料
の
改
定
で

は
、
特
に
所
得
の
低
い
方
の
保
険

料
負
担
に
配
慮
し
ま
し
た
。

ま
た
、
税
制
改
正
に
よ
る
高
齢

者
の
非
課
税
措
置
の
廃
止
に
伴
っ

て
負
担
が
増
加
す
る
方
に
は
、
平

成
同
年
度
・
凶
年
度
は
緩
和
措
置

を
設
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
凶
年
度
の
介
護
保

険
料
は

7
月
中
旬
に
通
知
す
る
予

定
で
す
。

V
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と
の

お
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
介
護
保
険
係

(
市
役
所
l
階
)

2
n
・
1
1
4
8

な方面から支えるためのネットワー

クづくりを行います。医療・保健・

福祉と連携し総合的支援を行えるよ

う努めます。

|砂地域包括支援セルの E 
利用時間と連絡先 E 

月~金曜日 8:30~17:15

ft23-1294 

※ご利用は無料です。

お気軽にご連絡ください。



障
害
の
あ
る
人
が

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

4
月
1
日
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
、
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

障
害
者
の
自
立
支
援
を
目
的
と
し
た
新
し
い
法
律
「
障
害

者
自
立
支
援
法
」
が

4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
「
身
体
障
害
者
」
「
知
的
障
害
者
」
「
精
神
障
害

者
」
「
障
害
児
」
が
利
用
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
公
費
負

担
医
療
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
制
度
で
利
用
の
仕
組
み

な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
障
害
者
自
立
支
援
法
で
は
、

こ
れ
ら
の
制
度
を
共
通
の
体
系
に
整
理
す
る
こ
と
で
、
障
害

の
あ
る
人
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

障害者自立支援法による

就
労
支
援
を
抜
本
的
巴
強
化
し
、

障
害
の
あ
る
人
の
自
立
を
支
え
ま
す

同~~誼沼岡 ) 

!・自立訓練 ! 

:・就労移行支援

i・就労継続支援 ! 

!・共同生活援助 1 

i (グループホーム) i 
EM蓮司司!a -i 
1・(旧)更生医療

(・(日)育成医療※ i 

i・(旧)精神通院公費※!

伊 堅守は者即時 )

降笥J

E~軍事理軍司

• 
合

ゆ

臨調EE 寸

:・居宅介護 (ホームヘルプ)

i・重度訪問介護 ! 

!・行動援護

[.重度障害者等包括支援 i

l・児童デイサービス i 

i・短期入所 (ショー トステイ)I 

l・療養介護 l 

i・生活介護 j 

!・施設入所支援 l 

i・共同生活介護
¥、 一一 一一一一一 J 

身
近
な
市
町
村
、
か
一
元
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

( ) 

-地域活動支援センター(創作的活動、生

産活動の機会提供、社会との交流促進等)

・福祉ホーム .居住支援

.その他の日常生活または社会生活支援

地域住活支援事業

.相談支援 (関係機関との連絡調整、権利譲渡)

.コミュ二ケ-ション支援 (手話通訳派遣等)

.日常生活用具の給付または貸与

・移動支援

-人材育成等-広域的な対応が必要な事業

EE 

|都道府県|・専門性の高い相談支援



障
害
者
自
立
支
援
法
の
ポ
イ
ン
ト

①
障
害
の
種
別
(
身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
)
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
障
害
福
祉
の
仕
組

み
を
一
元
化
し
、
施
設
や
事
業
を
再
編
し
ま
し
た
。

②
障
害
の
あ
る
人
に
、
身
近
な
市
町
村
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

③
財
源
の
面
で
制
度
を
将
来
的
に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
利
用
者
負

担
は
こ
れ
ま
で
の
所
得
に
応
じ
た

「応
能
負
担
」
か
ら
利
用
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
量
に
応
じ
た
「
定
率
負
担
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

④
障
害
の
あ
る
人
が
企
業
で
働
き
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
就
労

支
援
を
強
化
し
ま
し
た
。

⑤
支
援
の
必
要
度
合
い
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
が
公
平
に
利
用
で
き
る
よ

う
支
給
決
定
の
仕
組
み
に
つ
い
て
透
明
化
、
明
確
化
を
図
り
ま
し
た
。

利
用
者
負
担
は
ど
れ
く
ら
い
?

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
自

立
支
援
医
療
は
、
原
則
と
し
て
、

利
用
者
は
か
か
っ
た
費
用
の

l
割

を
負
担
し
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得

に
応
じ
て
上
限
が
決
め
ら
れ
て
い

て
、
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
(
下
表

参
照
)
ま
た
、
障
害
種
別
で
異
な
る
食

費
・
光
熱
水
費
等
の
実
費
負
担
も

見
直
さ
れ
、

3
種
の
障
害
に
共
通

し
た
利
用
者
負
担
の
仕
組
み
と
な

り
ま
す
。

定
率
負
担
、
実
費
負
担
の
そ
れ

ぞ
れ
に
、
所
得
が
低
い
方
(
住
民

税
非
課
税
世
帯
等
)
に
配
慮
し
た

軽
減
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

区 分 世帯の収入状況 月額負担上限額

生活保護 生活保護世帯 0円

住民税非課税世帯で、

低所得1サービスを利用する本人の年収が 15，000円

80万円以下の方

低所得2
住民税非課税世帯で、

24，600円
低所得 1に該当しない方

一 般 住民税課税世帯

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
子
続
き
は
っ
・

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
利
用
者
が

市
に
申
請
し
、
審
査
を
経
て
支
給
を
決
定
し

ま
す
。
審
査
で
は
、
障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

必
要
性
を
総
合
的
に
判
定
す
る
た
め
に
、

①
障
害
者
の
心
身
の
状
況

(障
害
程
度
区
分
)

②
社
会
活
動
や
介
護
者
、
居
住
な
ど
の
状
況

③
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向

④
訓
練
・
就
労
に
関
す
る
評
価
の
把
握

な
ど
を
行
い
ま
す
。
(
下
表
参
照
)

(bL'哩 l並

障害のある人も

地域で安心して暮らせる社会を目指して

V
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て
の

お
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
福
祉
保
護
係

(
市
役
所
1
階
)
2
n
・
1
0
0
5

ね
容
し
た

障害福祉サービスの利用の仕方

①相談・申込み 社会福祉課または相談支援業者に相談します。

②申 吾百重円Z 
支給の申請を行うと、

現在の生活やF章害の状況についての調査(アセスメン卜)が行われます。

③審査・判定
調査の結果をもとに審査・判定を行い、

どのくらいのサービスが必要な状態か(障害程度区分)が決められます。
↓ 

④認定・通知
障害程度区分や介護する人の状況、申請者の要望などをもとに、

サービスの支給量などが決まり、通知され、受給者証が交付されます。
↓ 

⑤事業者と契約 サービスを利用する事業者を選択し、利用に関する契約をします。

⑥サービス利用 サービスの利用を開始します。

lJfQ) 



「
市
民
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
み
な
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
べ

l
ジ
で
す
。

各
コ
ー
ナ
ー
に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

情
報
広
報
課
岱
お
・

1
0
1
5
F
A
X
お
・

1
0
7
6
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。jv-

皆
さ
ん
は
「
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ

l
」

を
ご
存
じ
で
す
か
?
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
!
と
は
、
花
や
木
な
ど
の

香
り
の
す
る
オ
イ
ル
や
お
香
な

ど
を
使
い
、
嘆
覚
を
刺
激
し
て

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
た
り
心
身

を
癒
し
た
り
す
る
も
の
で
す
。

黒
川
さ
ん
は
、
北
陸
で
は
数

少
な
い
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ

l
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
。
「
北
陸
は
ま

だ
ま
だ
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ

l
に
関

す
る
認
識
が
低
い
と
こ
ろ
。
な
の

で
、
い
ろ
ん
な
方
に
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
l
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

癒
し
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

黒
川
さ
ん
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
、

2
年
前
に
新
川
学
び
の
森
天
神

山
交
流
館
で
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ

l

教
室
を
受
講
し
た
の
が
き
っ
か

け
と
の
こ
と
。「
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

に
よ
っ
て
胸
の
つ
か
え
が
消
え
、

心
身
が
癒
さ
れ
て
い
く
の
を
感

じ
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
私
に
と
っ

て
は
驚
き
の
体
験
で
、
も
の
す
ご

く
興
味
が
わ
き
ま
し
た
し
、
本

格
的
に
学
ん
で
み
た
い
と
も
思

い
ま
し
た
。
」

黒
川
さ
ん
は
、
現
在
、
学
、
び

森
交
流
館
で
自
ら
講
師
と
な
っ

て
教
室
を
開
い
て
お
り
、

「
私
の

んr
ーι香りのh

7日マ7ラヒーインストヲヲヲー

さん

よ
UU一

ず

什

u

か
ヱ
小

くろかわ

黒川

島
忠
治
温
つ
手

6
年
生

中5
JII~ 

し
よ
う
や

将
也
く
ん

ぼ
く
は
将
来
マ
ラ
ソ
ン
の
選

手
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

長
距
離
を
走
る
の
が
好
き

だ
し
、
「
未
来
の
ア
ス
リ
ー
ト
」

に
も
選
ば
れ
た
か
ら
で
す

。

合
格
で
き
る
と
は
思
っ
て
い

6
年
生

上?
野;
み
づ
き
さ
ん

私
の
将
来
の
夢
は
ペ
ッ
ト
病

院
の
先
生
で
す
。

動
物
の
命
は
大
事
で
す
。
動

物
が
病
気
で
死
ん
で
し
ま
っ
た

ら
飼
い
主
さ
ん
が
か
わ
い
そ
う

だ
し
、
命
が
な
く
な
る
か
ら
と

sv
ヌ
ト
l
け

l

な
か
っ
た
の
で
、
認
定
証
を

も
ら
っ
た
時
は
、
す
ご
く
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

だ
か
ら
、
友
達
と
休
憩
時

間
に
運
動
す
る
こ
と
が
前
よ

り
楽
し
く
な
り
ま
し
た

。
こ

れ
か
ら
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

受
け
て
、
ど
ん
な
こ
と
が
学

べ
る
か
、
今
か
ら
わ
く
わ
く

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
ち
が
う
夢
を
も

っ
ラ
イ
バ
ル
た
ち
と
競
っ
た

り
、
励
ま
し
た
り
し
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
せ
る
よ

う
な
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

て
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

だ
か
ら
私
は
一
匹
で
も
多
く

の
命
を
救
え
る
ペ
ッ
ト
病
院
の

先
生
に
な
り
た
い
で
す
。

も
し
私
が
ペ
ッ
ト
病
院
の
先

生
に
な
っ
た
ら
、
助
け
た
動
物

に

「
大
好
き
」
と
動
物
た
ち
に
思

わ
れ
た
い
。

そ
し
て
動
物
の
飼

い
主
さ
ん
か
ら
は
尊
敬
さ
れ
る

人
に
な
り
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
動
物
の
こ
と
を

も
っ
と
く
わ
し
く
勉
強
し
た
い

で
す
。



大で
野二
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
さ
ん

教
室
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
も
っ

と
深
く
学
ん
で
み
よ
う
と
思
わ
れ

る
方
が
い
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。
」

と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
や
介
護
の
現
場
で
、
ア
ロ

マ
テ
レ
ビ
ー
が
何
か
役
に
立
た
な

い
か
な
と
考
え
て
い
た
黒
川
さ
ん
。

最
近
、
他
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
協
力
し
て
、
高
齢
者
の
福
祉
施

設
ヘ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
訪
問

を
始
め
ま
し
た
。
「
初
め
は
、
半

信
半
疑
で
嫌
が
る
方
も
、
周
り
の

人
た
ち
が
気
持
よ
さ
そ
う
に
し
て

い
る
の
を
見
て
、
『
私
に
も
や
っ

て
み
て
よ
。
』
っ
て
言
わ
れ
る
ん

で
す
よ
。
実
際
に
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
を
し
て
あ
げ
る
と
『
気
持

ち
い
い
。
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
け

て
、
本
当
に
嬉
し
い
で
す
ね
。
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
出
産
や
育
児
な

ど
で
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る

若
い
方
に
も
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
を

広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

黒
川
さ
ん
。
「
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

は
も
と
も
と
体
の
持
っ
て
い
る
自

然
治
癒
力
を
高
め
、
自
分
の
心
身

状
態
を
良
い
方
向
に
持
っ
て
い
く

も
の
。
心
身
が
改
善
さ
れ
る
こ
と

で
、
身
の
周
り
の
人
間
関
係
も
良

く
な
る
ん
で
す
よ
。
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

黒
川
さ
ん
の
施
す
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
に
は
、
そ
の
笑
顔
と
優
し
い

心
に
癒
し
の
秘
密
が
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

大野さんの楽しみは、早朝5時から始め

るウォーキンクです。かれこれ20年以上も

続けてるというこの日課は、元気でいられ

る一番の秘訣なのだとか。ほかにも、ペタ

ンクやパークゴルフなど体を動かすことが

好きで、市のペタンク大会では 2位と好成

績を収められました。

大野さんのもうひとつの特技がお茶をい

れること。大きな手に包まれた急須からは、

茶葉の香りや旨みが十分に引き出されたお

茶がていねいに注がれます。毎年、お寺の

会合の際には茶坊主として招かれ、集まっ

たお坊さんたちに「とてもおいしい」と喜

ばれるそうです。

「人間とにかく体を動かさんにゃだeめやちゃ。

運動したら食事もおいしいし、クラブでは

笑いも会話もあるし、いいもんやちゃ」と

話されます。取材したこの日は雪が降って

いたので、「運動ができなくてつまらないで

しょう」と話しかけると「雪かきせんなん

から、なおさら忙しいちゃ!Jと元気な答
えが返ってきました。

88 
歳

lる
ほ

魚
津
市
国
際
交
流
員

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ク
l
a
'
ー

こ
ん
に
ち
は
、
み
な
さ
ん
、

ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
ま

し
た
か
?
私
は
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ

ー
ト

の
荒
川
選
手

の
演
技

を
見
て
、
道
端
で
椅
麗
な
花
を

発
見
し
た
よ
う
な
う
れ
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

優
雅
な
手
の
動
き
や
特
異
な

技
、
そ
し
て
背
景
に
流
さ
れ
て

い
た
、
美
し
く
て
氷
の
よ
う
に

冷
た
い
中
国
の
ト
ゥ

l
ラ

ン
ド
ッ

ト
姫
を
歌
っ
た
プ
ッ
チ
l
ニ
の

ア
リ
ア
が
、
す
ご
く
よ
か
っ
た

で
す
。
歌
の
最
後
に
「
私
は
勝
つ
」

と
い
う
言
葉
が
出
て
来
ま
す
が
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
い
い
と
田
山
い
ま

し
た
。見
て
い
る
途
中
で
ど
こ
の
国

の
選
手
が
ス
ケ

ー
ト
を
し

て
い

る
の
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

人
間
な
ら
誰
し
も
が
持
っ
て
い

(
カ
ナ
ダ
在
住
)

る
共
通
の
「
勝
者
の
イ
メ

ー
ジ」

を
表
現
す
る
こ
と
で
、
見
て
い

る
人
々
に
共
感
を
与
え
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
荒
川
選

手
の
演
技
は
、
国
民
性
や
言
葉
、

外
見
な
ど
が
違
っ
て
も
、
人
聞

が
み
ん
な
根
本
的
に
は
一
緒
で

あ
る
と
い
う
大
事
な
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
認
識
さ
せ
る
、
す
ば

ら
し
い
国
際
交
流
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

潜
在
的
な
も
の
を
表
現
す
る

と
い
う
『
芸
術
』
。
新
川
文
化
ホ
ー

ル
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
、
海
外
の
芸
術
家
を
招
い

た
「
A
R
T
/
X
/
T
O
Y
A
M

A
美
術
展
」
が
聞
か
れ
ま
す
。
新

し
い
刺
激
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
、
み
な
さ
ん
も
ご
覧
に

な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

nv 

卜
小

。

と
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し
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大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
来
て
ね

サ
ケ
の
稚
魚
を
市
内
の
河
川
に
放
流

3
月

3
日
、
鴨
川
な
ど
市
内
5
河
川
で
、

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
サ
ケ
の
稚
魚
約

l
万
7
0
0
0
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
命
の
大
切
さ
を
教
え
る
た
め
に
始

ま
っ
た
こ
の
行
事
は
今
年
で
日
回
目
を
数
え
、

放
流
し
た
サ
ケ
が
遡
上
し
て
き
た
姿
も
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
子
ど
も
た
ち
が

3
か
月
間
育

て
て
き
た
サ
ケ
の
稚
魚
を
、
自
ら
の
手
で
放

流
。
別
れ
は
名
残
惜
し
い
の
か
、

「大
き
く
な
っ

て
帰
っ
て
来
て
ね
。」

と
稚
魚
に
語
り
か
け
な

が
ら
放
流
す
る
児
童
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

県
内
で
一
番
早
い
春
の
獅
子
舞

小
川
寺
の
千
光
寺
で
春
の
祭
礼

3
月
ロ
日
、
県
内
で
最
も
早
い
春
祭
り
と
い
わ

れ
る
小
川
寺
の
春
の
祭
礼
が
同
地
区
の
千
光
寺
で

行
わ
れ
、
地
元
の
人
々
な
ど
が
訪
れ
る
中
、
伝
統

の
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

獅
子
舞
は
、

一
般
的
な
天
狗
が
獅
子
を
こ
ら
し

め
る
も
の
と
は
ひ
と
味
違
い
、
双
方
が
一
緒
に
な
っ

て
練
り
歩
く
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
、
県
指

定
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

2
0
0
5
年
度
に
は
、
「
と
や
ま
獅
子
舞
百
選
」
に

も
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
小
雪
が
舞
う
あ
い
に
く
の
天
気
で

し
た
が
、
天
狗
の
面
を
つ
け
た
踊
り
手
と
、
獅
子

が

「
春
よ
早
く
来
い
」
と
の
祈
り
を
込
め
る
か
の
よ

う
に
境
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

3
月
日
日
、
今
年
初
の
春
型
屡

気
楼
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
一
蟹
気

楼
は
昨
年
設
置
し
た
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
に
よ
っ
て
映
像
が
捕
ら
え
ら
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
映
像
を
見
た
富
山

市
の
男
性
か
ら
埋
没
林
博
物
館
に

通
報
が
あ
り
、
職
員
が
出
現
を
確

認
し
た
も
の
で
す
。

博
物
館
に
よ
る
と
今
回
の
屡
気

楼
は
平
成
4
年
の
観
測
開
始
以
来
、

最
も
早
い
時
期
の
出
現
で
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。

(
写
真
は
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
映
像
黒
部
市
生
地
方
向
の
霊
気
楼
)

3
月
刊
日
、
春
季
消
防
訓
練
が

川
の
瀬
団
地
周
辺
で
行
わ
れ
、
消

防
団
員
や
、
地
域
の
住
民
の
皆
さ

ん
な
ど
約

1
7
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
訓
練
は
、
住
宅
団
地
の

2
階
か

ら
出
火
、

5
階
に
逃
げ
遅
れ
た
住

民
を
救
助
す
る
と
い
う
想
定
で
、

救
助
工
作
車
や
は
し
ご
車
も
出
動

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
消

火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
も
行
わ

れ
、
参
加
し
た
地
区
住
民
の
皆
さ

ん
は
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
は
魚
津
大
火
か
ら
印
年
の
節
目
の
年
。

火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
の
皆
さ
ん
も



(l 
水
族
館
に
新
し
い
仲
間
が
や
っ
て
来
た

オ
ス
の
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
が
仲
間
入
り

3
月
幻
目
、
魚
津
水
族
館
に
オ
ス
の
ア
ザ
ラ
シ

l
頭
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
こ
の
ア
ザ
ラ
シ
は

平
成
同
年

4
月
に
北
海
道
羅
臼
町
沖
の
流
氷
の
上

で
保
護
さ
れ
、
釧
路
市
動
物
園
で
飼
育
さ
れ
て
い

た
も
の
で
す
。

ア
ザ
ラ
シ
は
現
在
年
齢
が

2
歳
で
、
体
長

1
・

2
M、
体
重

ωキ
ロ
、
顔
つ
き
に
は
ま
だ
幼
さ
が
残
っ

て
い
ま
す
。
一
般
公
開
さ
れ
た
こ
の
日
は
、
水
族
館

に
到
着
し
た
ば
か
り
で
、
慣
れ
な
い
環
境
に
と
ま

ど
っ
て
い
る
の
か
、
落
ち
着
か
な
い
様
子
で
し
た
。

環
境
に
慣
れ
る
ま
で
は
、
他
の

2
匹
の
ア
ザ
ラ

シ
と
は
別
の
プ

i
ル
で
過
ご
し
ま
す
が
、
近
い
将

来
、
メ
ス
の
ミ
ク

(
9
歳
)
と
の
聞
に
赤
ち
ゃ
ん
が

誕
生
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
学
び
の
森
」
の
輝
く
音
楽
び
と
た
ち

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ン
チ
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

3
月
白
日
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ン
チ
ス
ペ
シ
ャ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
が
新
川
文
化
ホ
ー
ル
の
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ン
チ
と
は
、
気
軽
に
音
楽
に

触
れ
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
土
曜
日
の
ロ
時
か
ら
文

化
ホ

l
ル
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。
今
回
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
と
し

て
小
ホ

i
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館
の
音

楽
講
座
受
講
生
の
皆
さ
ん
が
出
演
。
別
歳
で
今
も
な

ひ
さ

お
ピ
ア
ノ
を
奏
で
る
植
木
久
さ
ん
や
防
歳
の
テ
ノ
ー

ル
歌
手
寺
崎
博
さ
ん
、
ま
た
、
夫
婦
で
オ
カ
リ
ナ
を

演
奏
す
る
高
山
茂
樹
・
三
千
江
さ
ん
夫
妻
が
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
そ
の
見
事
な
演
奏
や
歌
声

に
客
席
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま

ち

@

由

霧

車

仁)
コ
コ
つ
?
げ
一
つ
ご
J
m
w
蜜
称
も
募
集
し
ま
考
j-F
 h
 

新
し
く
魚
津
水
族
館
に
や
っ
て
来
た
、
オ
ス
の

ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
に
、
呼
び
や
す
く
、
親
し
み
ゃ

す
い
愛
称
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
採
用
さ
れ
た
方

の
中
か
ら
抽
選
で

5
名
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
方
法
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
く
だ
さ
い
。

①
水
族
館
内
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
所
定
の
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
応
募
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

②
官
製
ハ
ガ
キ
に
愛
称
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

4
月

1
日
出

i
m
日
術
(
ハ
ガ
キ
は
初
日
必
着
)

※
応
募
者
全
員
の
中
か
ら
抽
選
で
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
o

v応
募
先
・
問
合
せ
先

干
9
3
7
・
0
8
5
7

魚
津
市
三
ケ
1
3
9
0

魚
津
水
族
館
ア
ザ
ラ
シ
愛
称
募
集
係

2
M
・
4
1
0
0

「
観
光
船
」

出
航
準
備
着
々
と

4
月
下
旬
か
ら
運
行
が
予
定
さ
れ

て
い
る
観
光
船
「
し
ん
き
ろ
う
」
。

市
内
の
有
志
が
共
同
出
資
し
て
設
立

し
た
株
式
会
社
屡
気
楼
観
光
が
購
入

し
た
も
の
で
、

2
月
下
旬
に
魚
津
港

に
接
岸
し
、
そ
の
後
、
経
田
漁
港
に

場
所
を
移
し
て
外
観
の
塗
り
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

船
は
幻
人
乗
り
で
、
休
日
を
中
心

に
お
さ
か
な
ラ
ン
ド
付
近
か
ら
運
行

す
る
予
定
で
す
。一
蟹
気
楼
観
光
代
表

の
中
野
顕
さ
ん
に
よ
る
と
観
光
船
の

み
ど
こ
ろ
は
、
「
屡
気
楼
や
沖
合
い
で
泳
ぐ
イ
ル
カ
の
群
れ
、
四

季
の
立
山
連
峰
な
ど
素
晴
ら
し
い
景
色
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
」
と

の
こ
と
。
魚
津
の
新
し
い
魅
力
発
見
に
期
待
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。

~@ 



曜日の記載のないものは、

平日に実施しています。

定
資
産
の
評
価
に
関
す
る

帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

縦
覧
期
間

4
月
3
日
目

1
5月
1
日
開

時
間

午
前
8
時
加
分

ー
午
後
5
時
日
分

※
土
曜

・
日
曜
・
祝
日
を
除
く

縦
覧
で
き
る
人

-
土
地
・

家
屋
の
固
定
資
産
税
の

納
税
者

※
縦
覧
の
際
は
、
認
印
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
人
確

認
の
た
め
、
運
転
免
許
証
や
健

康
保
険
証
等
の
提
示
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

V
縦
覧
場
所
・
問
合
せ
先

税
務
課
資
産
税
係

(
市
役
所
l
階
⑬
番
窓
口
)

岱
幻

・
1
0
6
9

9時~17時

S予選器開 (予約制)
第 4 火曜日 13時~1 6時

組~i~:鴻

第 1 ・ 3 木曜 日 13時~ 16時

以上の相談については

市民相談室(市役所 1階)

fi23-1003 

冨盟 第2金曜日13時'"'-'16時
会場 サンプラザ3階

炉問合せ先

富山地方法務局 fi22-0461

a調 9時'"16時
市教育センタ fi23 -1717 

駐車~重滋雄事E随

市社会福祉課 fi23-1006

慰問~;階 8時30分"'17時15分

市商工観光課 fi23-1025

E丞言5審議長~!~~記事 9時'"17時

高年齢者職業相談室

(市役所 1階)fi23-1091

5主主宰匂主税率E鴻
8時30分'"17時

障害者交流センター

223 5260 似23-5261

E量或誌記事 毎月第 2水曜日
13時'"16時30分

会場 魚津地域住宅相談所

(中央通りイヘ"ントホール)fi22 -5078 

E主~n;~記事 9時'"17時

健康センタ- fi24-3999 

9時'"17時

fi24-0415 

常時(24時間)

在宅介護支援センター

(西部)fi24-8484

(東部)fi22-7808

E抱強!l~;栂 9時"'16B寺

新川厚生センタ-魚津支所

824-0359 

栂~~~空Eiz瀦 9 時~17 時

交通センタ-fi22-1747

E量三這iz跨湿置庁長事訴邸機

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
、

福
祉
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券
を
交
付
し
ま
す

障
害
者
等
の
自
立
支
援
と
社
会
参
加
の
促
進
の
た
め
に
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券
ま
た
は
福
祉
ガ
ソ

リ
ン
給
油
券
を
交
付
し
ま
す
。

自
問
問
自白
川町
南

-
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
で

¥
¥U
j
/

視
覚
、
下
肢
、
体
幹
ま
た
は
移
動
機
能
の

¥

-W
象

必

/

「

か

れ

し

J

い
ず
れ
か
に
障
害
の
あ
る
方

¥
し

度

設

ま
一

・
療
育
手
帳
A
を
持
つ
方

k
ハい
J
年

U
川

¥

{

;

/
今
一
f
な

¥

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級

・
2
級
を
持
つ
方

/

新

¥

.
難
病
患
者
で
重
症
患
者
受
給
者
票
を
持
つ
方

川
町
川
町
周
品
川
直

・
福
祉
タ
ク
シ

ー
利
用
券
・:
魚
津
交
通
、
金
閣
タ
ク
シ

ー、

桜
井
交
通
、

黒
部
交
通
、
田
園
福
祉
サ

ー
ビ

ス
、
佐
々
井
タ
ク
シ

ー

・
福
祉
ガ
ソ

リ
ン
給
油
券
:・
魚
津
石
油
業
協
同
組
合
加
入
居

滑

川
品

川

閣

・
身
体
障
害
者
手
帳、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
ま
た

は
重
症
患
者
受
給
者
票

・
車
検
証
(
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券
の
み
)

V
問
合
せ
・
申
込
み
先

社
会
福
祉
課
福
祉
保
護
係
(
市
役
所
1
階
)
岱
お

・
1
0
0
5

E1動芯括主董~i;鴻

子青て支援センタ-

駐車問調

暴
力
団
に
関
す
る
困
り
ご
と
相
談
窓
口

「憲法週間J無料法律相談

日時 5/1 (月)10時'"16時

会場サンプラザ 3階

富
山
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
暴
力
団
か
ら
不

当
な
要
求
を
受
け
て
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
、
出
張
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
当
日
は
富
山
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ

ー
か
ら
専
門
の

相
談
委
員
が
出
張
し
て
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

4
月

お

日

倒

午

後

l
時
1
4
時

場
所

魚
津
市
役
所
1
階
市
民
相
談
室
※
相
談
無
料

V
問
合
せ
先

環
境
安
全
課
生
活
安
全
係
(
市
役
所
l
階
)
岱
お

・
1
0
0
4

心
で
ひ
ろ
が
る

ゆ
ず
り
あ
う

無
事
故
の
輪

4
月
6
日
制
か
ら
旬
日
働
は
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
で
す

重
点
項
目

①
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

②
シ
1

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

!
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
等
悪
質

・
危
険
な
運
転
の
追
放

期
間
中
の
特
別
デ

i

4
月
6
日

同

子

ど

も

・
高
齢
者
へ
の
呼
び
か
け
の
日

4
月
7
日

倒

飲

酒

・
暴
走
運
転
追
放
の
日

4
月

日

日

間

シ

ー
ト
ベ
ル
ト

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

l
ト
着
用
徹
底
の
日

4
月
日
日
同
自
転
車
安
全
利
用
の
日



児
童
手
当
の
拡
大
に
つ
い
て

児
童
手
当
は
支
給
対
象
年
齢

が
、
こ
れ
ま
で
の
小
学
校

3
年

生
ま
で
か
ら
小
学
校

6
年
生
ま

で
に
拡
大
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
、

所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

予
定
で
す
。

※
児
童
手
当
は
申
請
が
な
い
と

支
給
(
増
額
)
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

今
後
、
児
童
手
当
拡
充
に
関

す
る
法
律
が
国
会
で
成
立
次
第
、

広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
こ
ど
も
家
庭
係

(
市
役
所
l
階
)

岱
幻
・

1
0
0
6

5月1固までに納めてください

(第1期分)

E 置歪窟軍fllJ~

固定資産税

(敬称略)

133，594円

271円

(i 

し)

生
活
習
慣
病
ド
ッ
ク
の
検
診
料
を
助
成
し
ま
す

ま
学
で
お
困
り
の
小
・
中
学
生
に

学
用
品
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す

j

1
年
に

1
度
は
検
診
を

j

魚
津
市
国
民
健
康
保
険
で
は
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
目
的

と
し
て
「
生
活
習
慣
病
ド
ッ
ク
」
を
実
施
し
、
検
診
料
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

受
診
資
格
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

受
診
定
員

1
2
0
名

1
「
斗
|

申
込
み
期
間

4
月

3
日
間
か
ら
平
成
問
年

2
月
末
日
ま
で
一
一
一

申

込

み

方

法

工

一

受
診
希
望
日
の

1
か

月

前

ま

で

に

一

ど

一

市
民
課
の

3
番
窓
口
(
市
役
所
1
階

)

で

一

一

一

一

申

込

み

を

し

て

く

だ

さ

い

。

三

一

※

保

険

証

と

印

鑑

が

必

要

〕

i
b
h一
下

自
己
負
担
額

8
2
0
0
円

¥
fド
b

検

査

医

療

機

関

富

山

労

災

病

院

「

1
1
1
1
!
l

検
査
内
容
呼
吸
器
系
・
消
化
器
系
・
循
環
器
系
・
血
液
検
査
な
ど

V
問
合
せ
先

市
民
課
国
保
・
老
人
医
療
係
(
市
役
所
l
階
3
番
窓
口
)

100，000円

500，000円

l入 居者募集i

4，224円

100，000円

26，944円

7，500円

100，000円

100，000円

50，000円

惨善意銀行ヘ

愛の募金箱〈市内 63か所)

匿名

ココス魚津居 吉島

(故)村椿やゑ 東尾崎

アピタ魚津庖 住吉

魚津保育園職員一岡本町

元野清光 大海寺野

(故)本田菊枝 経田中町

砂社会福祉基金ヘ

(故)稲場正一 六郎丸

元野清光 大海寺野

(故)松井武夫 住吉

市
で
は
、
経
済
的
理
由
で
就
学
に
困
っ
て
い
る
小
・
中
学
生
に
、
学

校
で
必
要
な
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

申
請
の
受
付
期
間

4
月

6
日
同

i
紅
白
樹

援
助
を
受
け
ら
れ
る
費
用

学
用
品
費
・
給
食
費
・
修
学
旅
行
費
・

医
療
費
(
虫
歯
な
ど
の
学
校
病
に
限
る
)
な
ど

申

請

の

手

続

き

む

育

込

園

田

町

田

'7

¥
-
K
F
m飢
岨
司
有

1

・0

申
請
書
(
学
校
及
び
市
教
育
委
員
会

¥
i
剤

"

】

岨

同

一

教
育
総
務
課
に
あ
り
ま
す
)
に
必
要
な
宍
一
ブ
弓
ゾ
、

S
記

事
項
を
記
入
し
て
、
学
校
ま
た
は
」
一
ヘ
ハ
〈
縛
は
司

h
N仁
一

教
育
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

，4
ιC

(

G

-

※
引
き
続
き
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
も
再
度
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
o

v問
合
せ
先
(
※
各
小
中
学
校
で
も
問
合
せ
を
受
け
て
い
ま
す
)

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
(
市
役
所
第
一
分
庁
舎

2
階
)

8wω

・
1
0
4
4

怨
幻
・

1
0
1
1

-川の瀬団地 1戸 (4階 3DK)

申込み期間 4/3(月)'"'-' 28 (金)

※入居条件や選考方法など詳しくは

下記までお問合せください。

・天王・上野方の特定公共賃貸住宅の

入居者を随時募集しています。

(募集状況についてはお尋ねくださしサ

惨申込み・問合せ先

都市計画課建築住宅係(市役所3階)2i23-1031 

|不用晶交換|
もとめます

・いす(ダイニング用)・ベッド

-子ども用いす(ダイニングテーブル用)

※掲載期間は申込み白から 3か月間です

惨申込み・問合せ先

市民課市民係(市役所1階)ft23-1003 

1a1i怠い!海水で
.そぼ怨い!

用水に注意!

用水には急流もあります。

子どもやお年寄りの転落・

水難事故防止のため注意を

呼びかけましょう。



4
月
か
ら
、
百
楽
荘
と
経
田
福
祉
セ

ン

タ
ー
で

「
お
た
っ
し
ゃ
介
護
予
防
教
室
」

を
開
催
し
ま
す。

多
く
の
方
が
、
楽
し
く
健
康
ぐ
つ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
福
祉
パ
ス

の
運
行
を
変
更
し
、
対
象
地
域
も
拡
大
し

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
運
行
日
や
時
間
、
場
所
等

が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
折
込
み

チ
ラ
シ
で
確
認
の
上、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

福祉パス運行表
経回福祉センタ一行き 百楽荘行き

加積・道下
4/7(金)・2H金) 大町・村木 4/1 (剖・ 8(土)・15(土)

経団A

片貝・天神 4/5(水)・12(水)・26(水)上野方・本江 4/4(火)・11(火)・25(火)

西布施・経由B4/14(金)・28(金) 坪野・下中島 4/6(木)・20(木)

経由Aは立石・江口ルート 上中島 4/13(木)・27(木)
経田Bは

経団スタンド ・経田魚商ルート 虎谷・鹿熊 4/18(火)・29(土)

炉問合せ先 社会福祉課高齢福祉係(市役所 1階) fi23 -1 007 

ふ
れ
あ
い
入
浴
事
業
の
お
知
ら
せ

市
内
の
公
衆
浴
場
で
、
河
歳
以
上
の
高
齢
者
が

1
0
0
円
で
入
浴
で

き
る
「
ふ
れ
あ
い
入
浴
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

毎
月
、
第

2
火
曜
日
、
第

4
火
曜
日
に
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
の

際
に
は
、
配
布
さ
れ
た
入
浴
パ
ス
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
べJ
ゐ

4
月
の
実
施
日

4
月
日
日

ω・
お
白
川
W

V
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

(
市
役
所

1
階
)

岱
幻

・
1
0
0
7

耐
震
改
修
す
る
木
造
住
宅
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

〈魚
津
市
木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業
〉

地
震
発
生
時
に
お
け
る
木
造
住
宅
の
倒
壊
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る

た
め
、
県
と
市
町
村
が
連
携
し
、
住
宅
の
耐
震
化
を
行
う
方
に
対
し
て

支
援
を
行
い
ま
す
。

女
補
助
金
は
最
大
印
万
円
で
す
。

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
(
①
j
④
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
事
が
必
要
)

①
木
造
の

二
戸
建
で
、
階
数
が

2
以
下
の
も
の
。

②
建
物
の
半
分
以
上
が
昭
和
何
年

5
月
白
日
以
前
に
着
工
し
た
も
の
。

③
在
来
軸
組
工
法
に
よ
る
も
の
で
延
べ
面
積
が

2
8
0
平
方
メ

l
ト

ル
以
下
の
も
の
。

④
有
資
格
者
に
よ
る
一
般
耐
震
診
断
法
等
を
用
い
て
耐
震
診
断
を
行
っ

た
住
宅
で
、
診
断
結
果
が
総
合
判
定
印
未
満
の
も
の
。

助
成
で
き
る
戸
数

平
成
四
年
度
は

5
戸

申
込
み
期
間

4
月

3
日
間
か
ら
開
始

※
耐
震
改
修
工
事
は
平
成
問
年

3
月
白
日

ま
で
に
完
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

(
市
役
所

3
階
)

岱
幻
・

1
0
3
1

う
お
づ
の
木
を
使
っ
て
家
を
建
て
ま
せ
ん
か

魚
津
市
で
は
「
魚
津
産
の
木
材
」
を
使
用
し
た
個
人
住
宅
建
設
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

女
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

①

二
戸
建
て
の
木
造
住
宅
(
居
舗
併
用
住
宅
を
含
む
)
お
よ
び
、

そ
の
付
属
建
物
(
車
庫
、
納
屋
)
で
あ
る
こ
と
。

②
市
内
で
自
ら
居
住
す
る
た
め
新
築

・
増
改
築
す
る
も
の
で
、
魚
津

産
木
材
を

5
3
m
以
上
使
用
す
る
こ
と
。

③
建
築
士
が
設
計
し
た
建
物
で
あ
る
こ
と
。

大
補
助
さ
れ
る
金
額

魚
津
産
木
材
の
使
用
量
に
よ
っ
て

3
段
階
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
印
d
以
上
j
日
3m
未

満

叩

万

円

②
日
3m
以
上

i
m
d未
満

日

万

円

③
叩
3m
以

上

初

万

円

※
建
築
主
が
市
外
か
ら
転
入
し
て
く
る
場
合
は

こ
れ
に
印
万
円
上
乗
せ

し
ま
す
。

貴
申
込
み
の
流
れ

①
工
事
着
工
前
に
補
助
金
申
請
書
を
提
出

②
申
請
書
受
付

・
審
査

③
市
か
ら
申
請
者
へ
交
付
の
可
否
を
通
知

④
現
場
の
確
認
と
検
査

⑤
建
物
の
完
成
時
に
必
要
な
書
類
を
提
出

⑥
補
助
金
の
支
払
(
口
座
へ
振
込
み
)

V
問
合
せ
先

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係
(
市
役
所

3
階
)

8
n
・
1
0
3
1



国
民
年
金
の

お

得

な

割

引

制

度

を

ご

存

じ

で

す

か

?

1万3，860円x12か月分
16万6，320円

区翠冨

広台~~J雪量4~転、J;~-~ば摩町1

16万3，370円

1万3，860円x6か月分
8万3，160円

8万2，480円
680円

割引

平
成
同
年

4
月
か
ら
平
成
四

年

3
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額

1
万
3
8
6
0
円

に
な
り
ま
し
た
。

女
ま
と
め
て
払
う

「
前
納
」
が
お
得
で
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は

l
年

分
ま
た
は

6
か
月
分
ま
と
め
て

納
め
る
と
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
得
な
「
前
納
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
(
1
年
分
の
前
納
、
ま

た、

4
1
9
月
分
の

6
か
月
前
納
は

4
月
お
日
で
締
切
り
ま
す
。)

ま
と
め
て
払
う
の
は
ち
ょ
っ

と
無
理
・:
と
い
う
方
に
は
、
月
々

の
口
座
振
替
早
割
制
度
が
お
得

で
す
。

EE軍tMfi!~þ

野宮腰官理想・
欄開園開閉開閉開園ーー閉園ー園田園田園田園田園園園唱V

型 唖-1
Y① o(ト〉

字、以

女
口
座
振
替
早
割
制
度
に
つ
い
て

通
常
の
口
座
振
替
で
は
、
定

額
保
険
料
の
支
払
い
で
す
が
、

口
座
振
替
の
早
割
に
す
る
と
月

額
印
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
を
す
る
と
、
初
回
の

口
座
振
替
で

2
か
月
分
の
保
険

料
(
従
前
の
保
険
料
と
閃
円
割
引

さ
れ
た
保
険
料
)
が
引
き
落
と
さ

れ
、
そ
の
後
の
保
険
料
が
毎
月

日
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

※
既
に
口
座
振
替
の
方
も
新
た

に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

V
国
民
年
金
の
問
合
せ
先

市
民
課
市
民
係
(
市
役
所
1
階
)

岱
幻

・
1
0
1
2

魚
津
社
会
保
険
事
務
所

雪
江
・

1
4
9
4

c ) 屋
外
広
告
業
の
登
録
制
度
に
つ
い
て

看
板
等
の
屋
外
広
告
物
の
発
注
は
、
登
録
業
者
に
お
願
い
し
ま
す

富
山
県
で
は
、
良
好
な
景
観
形
成
と
公
衆
に
対
す
る
危
害
の
防
止
等

を
目
的
に
富
山
県
屋
外
広
告
物
条
例
を
定
め
、
屋
外
広
告
物
の
表
示
で

き
る
場
所
、
設
置
で
き
る
大
き
さ
や
高
さ
屋
外
広
告
業
等
に
つ
い
て
規

制
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
同
年

4
月
1
日
か
ら
屋
外
広
告
業
を
営
む
事
業

者
は
、
こ
れ
ま
で
の
届
出
か
ら
登
録
が
必
要
と
な
り
、
県
の
登
録
を
受

け
な
い
と
営
業
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
れ
に
伴
い
、
広
告
主
の
方
は
、
看
板
等
の
屋
外
広
告
物
を
発
注
す

る
場
合
、
必
ず
登
録
業
者
に
発
注
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

業
者
登
録
に
つ
い
て
は

富
山
県
土
木
部
建
築
住
宅
課
景
観

・
ま
ち
ご
つ
く
り
係

8
0
7
6

・
4
4
4
・
3
3
5
9

広
告
物
設
置
に
つ
い
て
は

建
設
部
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

(
市
役
所
3
階
)
岱
お
・

1
0
3
1

以下の日程で行いますので、

お近くの会場で受けてください。

また、案内状が届いた方は、

必ずその案内状を持参してくださし ¥0

.費用 3，000円

内訳注射料 2，450円

注射済票 550円

※新規に登録の場合は登録料として

上記のほかに 3，000円が必要です

@その他

-登録鑑札の再交付は、1，600円必要です0

・飼い犬の死亡、飼い主の住所、氏名変

更の場合は、環境安全課の窓口に届け

出てくださl¥。

炉問合せ先

環境安全課環境係

(市役所 1階)ii23-1048 

日 場所 時間

経田公民館 9:00'""'--' 1 0:30 
4/10(月)

日本力一バイド厚生会館 10:45'""'--' 12:00 

西布施公民館 10:00'""'--' 1 0:40 

天神公民館 10:50'""'--' 11 :20 
4/11 (火)

新川森林組合 11 :30'""'--' 12:00 

農村環境改善センター 13:30'""'--' 15:00 

片貝公民館 9:30'""'--' 9:50 

横枕公民館 10:00'""'--' 1 0:45 

4/12(水)石垣公民館 11 :00'""'--'11 :20 

大海寺新公民館 11 :30'""'--' 12:00 

上野方公民館 13:30'""'--' 14:30 

坪野公民館 9:30'""'--' 1 0:00 

農協旧松倉支庖 10:10'""'--'10:40 

松倉公民館 10:50'""'--'11:10 

4/13(木) 有山 公民館 11:20'""'--'11:40 

上中島 公民館 13:00'""'--' 13:30 

下中島 公民館 13:50'""'--' 14:20 

教育センタ-(住吉小)14:30'""'--' 15:00 

青島=区公民館 9:30'""'--' 11 :00 

4/14l金)江口多目的研修センター11:15'""'--'11:45 

大町公民館 13:00'""'--' 14:30 

魚津市役所 9:00'""'--' 12:00 
4/16(日)

新川厚生センター魚津支所 13:00'""'--' 14:30 

お

知

島

世

散歩の時は

『フン』の始末を

お願いします



4月から、停留所及び運行日が変更に

なっているルー トがあり ますのでご注意

ください。詳細については、本誌折込み

のパンフレッ 卜をこ覧ください。

炉問合せ先 商工観光課観光交通係

(市役所3階)fi23 -1 025 

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
募
集

魚
津
市
内
の
観
光
施
設
や
名

所
、
「
じ
ゃ
ん
と
こ
い
魚
津
ま
つ

り
」
を
案
内
す
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

市
外

・
県

外
の
観
光
客
の
み
な
さ
ん
に
魚

津
の
魅
力
を

P
R
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

※
資
格
要
件
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
!

V
問
合
せ
先

商
工
観
光
課
観
光
交
通
係

(市
役
所

3
階
)

包
幻

・
1
0
2
5

魚
津
市
男
女
共
同
参
画
推
進
市
民
委
員
会
委
員
募
集

市
で
は
、
魚
津
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
施
行
し
、
基
本
計
画

「
Y
O
U
(
ユ
l
)
&
愛
(
ア
イ

)
2
0
0
6
」
を
つ

く
り
、
男
女
共
同
参
画
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
委
員
と
し
て
様
々
な
意
見
を
述
べ
て
み
ま
せ
ん
か
?

※
魚
津
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
「

Y
O
U
(
ユ
l
)
&
愛
(
ア
イ

)
2
0
0
6
」

に
つ
い
て
は
、
来
月
の
広
報
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

募
集
人
数

2
名

資
格
要
件

市
内
在
住
の
初
歳
以
上
の
方

任
期

平
成
初
年

3
月
汎
日
ま
で
(
年

2
回
程
度
の
会
議
を
開
催
)

応
募
締
切

4
月
比
日
倒

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
民
課
国
際
・
男
女
参
画
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

(
市
役
所

l
階
)
岱
幻

・
1
0
1
7

ブ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
!
ト
を
お
持
ち
の
方
ヘ

経
団
漁
港
浮
桟
橋
・
ボ

l
卜
ヤ

l
ド
の
利
用
者
募
集

プ
レ
ジ
ャ

ー
ボ
l
卜
の
収
容
ス
ペ
ス
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

幅
四
四
四

募
集
艇
数

4
艇
(
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

募
集
期
間

4
月
口
日
間

;ω
日
制

問

山

山

募
集
艇
数

初

艇

※

随

時

募

集

中

※
ボ

l
ト
ヤ

l
ド

・
浮
桟
橋
と
も
実
測

日

m
未
満
の
船
舶
に
限
り
ま
す
。

必
要
書
類
等

船
舶
検
査
証
書
、
申
請
者
の
住
民
票
、
申
請
書
、
誓
約
書
、
印
鑑

※
申
請
書
、
誓
約
書
は
左
記
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

女

4
月

1
日
出
か
ら
、
経
田

マ
リ

l
ナ
の
管
理
運
営
を

魚
津
漁
業
協
同
組
合
が
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
に
関
す
る
申
請

・
問
合
せ
は
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
o

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
漁
業
協
同
組
合
経
団
支
所

2
n
・
1
1
0
5

午
前

8
時

l
午
後
3
時
(
土
日
祝
日
除
く
)

経
団
マ
リ

i
ナ
管
理
事
務
所

岱

μ
・
7
7
8
2

午
前
8
時

i
午
後

4
時
(
水
曜
日
除
く
)

第
初
回
魚
津
し
ん
き
ろ
う
マ
ラ
ソ
ン

4
月
お
日
開
催

魚
章
江
蚕
晴

E77 '/ '/(/)""霊童蓋置E宣彊iBi霊園
4/23 (日)、 第26回魚津しんきろうマラソンの開催に

伴い、下記の区間で交通規制が行われます。

交通誘導員の指示に従って、通行してください。

規制時間 9:40""' 12:30 

招待選手のご紹介

高橋千恵美

(30歳)

チームミズノ

アスレチック所属

|主な成績|

1999年世界陸よ10，000m

5位(日本歴代5位)31分 27秒

2000年シド二一五輪10，000m 

15位:31分 52秒

2005 ;可口湖マラソン

初マラソンで優勝 2時間48分36秒

大シド二一五輪出場後にマラソン転

向。 故障に悩まされ、一時、第一

線を退いたが、現役復帰を目指し

てトレー二ンクに励む。今年 9月

のベルリンマラソンに出場が決定

しており、今後の活躍が注目され

ている。



申
込
み
受
付
期
間

4
月
3
日
間

i
u
日
倒

受
験
資
格

①
昭
和
日
年

4
月

2
日
か
ら

昭
和

ω年
4
月

1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
。

②
昭
和

ω年
4
月

2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
大
学
を
卒
業

し
た
方
及
び
平
成
同
年

3
月

ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
方

※
試
験
は
大
学
卒
業
程
度

V
申
込
み
用
紙
請
求
・
問
合
せ
先

金
沢
国
税
局
人
事
第
二
課

8
0
7
6
・
2
3
1

・
2
1
3
1

ま
た
は
魚
津
税
務
署
総
務
課

岱

μ
・4
3
9
0

町内問問…的判|

ぐ¥

J
l
C
A
(
ジ
ャ
イ
カ
)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

国
際
協
力
機
構
J
I
C
A
で
は
、

青
年
・

中
高
年
の
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
お
り
、
関
心
の
あ
る
方
の
た
め
に
説
明
会
を
聞
い
て
い

ま
す
。
世
界
の
開
発
途
上
国
の
人
々
と
同
じ
生
活
を
し
な
が
ら
と
も
に

働
き
、
人
c

つ
く
り
国
ご
つ
く
り
に
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

青
年
海
外
協
力
隊

応

募

資

格

満

別

歳

か
ら
ぬ
歳
で
日
本
国
籍
を
持
つ
方

体
験
&
説
明
会
開
催
日
時
と
会
場

(
い
ず
れ
も
富
山
市
)

4
月

日

白

川

午

後

7
時

1
9時
タ

ワ

l

m

4
階

4
月

日

日

同

午

後

4
時
叩
分

1
6時
初
分

C
I
C
ビ
ル

3
階

4
月

初

日

附

午

後

7
時

i
9時

タ
ワ

l
山

4
階

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

応
募
資
格
満
州
制
歳
か
ら

ω歳
で
日
本
国
籍
を
持
つ
方

体
験
&
説
明
会
開
催
日
時
と
会
場

4
月

日

日

同

午

後

l
時
初
分
1
3
時
叩
分

C
I
C
ビ
ル

3
階

※
両
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
募
期
間
は
、

4
月

1
日
出

1
5月
刊
日
附

V
問
合
せ
先

J
I
C
A
北
陸

8
0
7
6
・
2
3
3
・
5
9
3
1

『学びの森サボータ一大募集!~ 

皆さんの趣味や特技を

「学びの森」で活かしませんか 1

.教室・講座の先生役

(誰かに伝えたい内容や特技をお持ちの方)

・庭木の手入れお手伝い

(ちょっと花木が好きな方)

+6月総合文化催事のスタッフ
(文化催事が大好きな方〉

・ 9月屋外ライブのスタッフ

(ロックをこよなく愛する方)

『ちょっとサボーターも募集中』

ちょっとした趣昧や特技、提案があれば¥

お知らせくださし¥! 

・自慢の手作リ品や鉢植をみんなに見てほしい!

@学びの森を盛り上げるクレートな提案がある!

など、あなたの特技や晴好を活かす場所や

機会を「学びの森」で提供します!

など

砂申込み・問合せ先・会場

新川学びの森天神山交流館 (木曜休館)

H31-7001 FAX31-7009 

メール manabi-t@city.uozu.toyama.jp 

お

知
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( ) 
魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
受
講
生
募
集

1 T講習

コース 日 手呈

パソコン基礎 5/ 8 (月)~ 11 (木)

ワ- ドl 入門 5/15 (月)~18 休)

ワー ド応用 5/22(月)"-'25休)I 

インターネット 5/29 (月)'"'-'6/1(木)

|①建築JW_CAD入門(Windows版)1
パソコンを使って建築用図面(平面図)

の作成方法を学ぶことができます。

対象 日本語入力・マウス操作ができる方

日時 5/8(月)・9(火)・10(7]<).15(月)・16(刈

18:00 r"'-./ 21 :00 

定員 20名(申込みJI慎)

申込み締切 4/24 (月)

受講料4，000円

時間 10:00r"'-./ 15:00受講料各3，000円

コース定員 20名※定員となり次第締切

受付期間 4/3 (月)r"'-./ 28 (金)

申込み用紙は魚津地域職業訓練セ

ンタ一、商工観光課(市役所3階)、

魚津公共職業安定所にあります。

センターまたは商工観光課に提出

してください。

※FAX・郵送(センタ-宛)でも受

付します。

|②建築JW_CAD応用(WindowsJt&) I 

パソコンを使って建築用図面 (立面図・

/て-ス図・設備図)の作成方法を学ぶこ

とができます。

対象 平面図作成のできる方

日時 5/22伺)・ 23(刈・ 24(7同

29伺)・30(刈 18:00r"'-./21:00

定員 20名(申込みJI慎) 受講料4，000円

申込み締切 4/28住)

①
②
の
講
座
は
電
話
に
て
申
込
み
受
付
し
ま
す

V
申
込
み
・
間
合
せ
先
・
会
場

一

¥
ぎ
一
「

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
(
川
縁
1
2
1
の
1
)

一
H
M掛
P

二

岱

μ
・
9
5
7
9

開
お
・

9
1
5
1

一L
待
噛
戸
し

※
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
講
座
の
年
間
長
笠
票

計
画
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
1

1

c世



女
性
の
た
め
の
就
職
支
援
講
座

3
日
間
で
輝
く
女
性
に
変
身
!

仕
事
が
し
た
い
!
可
能
性
を
広
げ
た
い
!

自
分
を
磨
き
た
い
!
自
信
を
持
ち
た
い
!

そ
ん
な
貴
女
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

少
人
数
で
実
践
的
に
学
べ
る
女
性
の
た
め
の
就
職
支
援
講
座
で
す
。

日

時

5
月
刊
日
同
(
J
ロ
日
倒

(
3
日
間
)

各
午
前
9
時
叩
分

1
午
後
4
時
叩
分

5 5 5 
月 月 月 日
12 11 10 
日 日 日 手呈
住封 (木) (水)

. . . . . . 
「接面ビ メ履 コ 立話分自
1 ジ イ歴ミ ちし
日トネ ク 書ユ 居振 方を
目 レス -の 二 ト知
の|マ ス書き ケ るレる
私二ナ タ |

舞ぃ -l 第i 
ン | イ 方シ

原則
とクト jレヨ トン-
「レ アン

クンーレ|ク 象大事が印
3 ド卜 3 
日二 /¥レ

語隠
目 ン イ |
のク ス 二
私 ン

ク
の
1、呈ニ企L

会

場

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

2
階

定

員

叩

名
(
申
込
み
順
定
員
に
な
り
次
第
締
切
)

受
講
料

1
0
0
0
円

申
込
み
方
法

左
記
ま
で
お
電
話
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
の
際
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

・
就
職
経
験
の

有
無
・
受
講
目
的
(
就
職

・
再
就
職
・
転
職

・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
等
)
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

商
工
観
光
課
(
市
役
所
3
階
)
岱
お
・

1
0
2
5

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

ス
ク
ー
ル
受
講
生
募
集

開
催
日
時

4
月

8
日
出

i
m月
幻
日
出

の
毎
週
土
曜
日

各
午
前
8
時
叩
分
()
印
時

会
場ミ
ラ
ー
ジ
ュ
テ

ニ
ス
コ

ー
ト

対

象

小

学
3
年
生

1
中
学
3
年

生
の
児
童
生
徒
と
そ
の
父
母

※
父
母
の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ

ん。

定

員

印

名
(
申
込
み
順
)

受
講
料
入
会
金
2
0
0
0
円

(
帽
子
代
金
)

月
会
費
1
0
0
0
円

(
父
母
は
月
会
費
5
0
0
円
)

申
込
み
期
限

4
月

6
日
同

※
定
員
に
達
し
な
い
と
き
は
、
申

込
み
期
限
後
も
随
時
一
交
付
。

※
ラ
ケ
ッ
ト
は
、
各
自
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
o

v申
込
み
・
問
合
せ
先

桃
山
運
動
公
園

B
n
・
0
0
7
7

、気
軽
な
英
会
話
教
室

レ
ッ
ツ
・
チ
ャ
ッ
ト
!

4
月
か
ら
毎
月
2
回
開
催
!

開
催
日

①
4
月
日
日
例

講

師

マ

l
テ
ィ
ン
(
国
際
交
流
員
)

②
4
月
お
日
同

講
師
ジ
ェ
ン
(
東
中

A
L
T
)

時
間

午
後
7
時

1
8時
印
分

会

場

市

役
所
2
階
第
1
会
議
室

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。

V
問
合
せ
先

市

民

課

国

際

・
男
女
参
画

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係
(
市
役
所
1
階
)

岱
お

・
1
0
1
7

自
力
整
体
体
験
教
室

肩
こ
り
・
腰
痛
・
冷
え
症
の

改
善
に
!

経
絡
に
気
を
通
し
て
不
調
を

改
善
す
る
運
動
療
法
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

4
月
日
日
同

午
前
印
時

1
日
時
初
分

会
場

新
川
文
化
ホ
l
ル
和
室
(
大
)

定

員

初

名

参
加
費

5
0
0
円

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

自
力
整
体
指
導
員
金
木

8
0
7
6
・
4
3
3
・
5
5
1
0

ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ー
ム
(
市
民
体
験
農
園
)
参
加
者
募
集

魚
津
市
農
業
士
協
議
会
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
野
菜
を
育
て
て
み
ま
せ

ん
か
。
か
ぼ
ち
ゃ

・
枝
豆

・
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
、
自
分
た
ち
の
子
で
植

え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

対

象

小

学
生
と
そ
の
保
護
者

守
色
沼
山

定
員

親
子
別
組
(
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
)
仇
単
」
一

農
園
の
場
所

片
貝
地
医
内
の
農
業
士
の
畑

l

n
ミ
匂

実

施

時

期

完

e@J
明
凶

第
1
回

・
植
え
付
け

4
月
下
旬

¥
一
会
コ
議
i
J
岡
U
一一."-J

第
2
回

・

除

草

等

5
月
下
旬

〆

伝

日

会

一

一一
一
三

第
3
回

・

収

穫

8
月
初
旬

/
幻

/
l
i
-
-

参
加
要
件

3
固
と
も
参
加
で
き
る
方
(
参
加
無
料
)

申
込
み
期
限

4
月
別
日
附

※
日
時
及
び
詳
細
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
に
直
接
ご
案
内
し
ま
す
o

v申
込
み
・
問
合
せ
先

農
業
水
産
課
農
政
振
興
係
(
市
役
所
3
階
)

岱
幻
・

1
0
3
2



ぐ1

一
総
合
公
園
に
遊
具
が
増
え
ま
し
た

一
語
'・・

!・3
1
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¥
明
太わ
す
一三

ド
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魚
津
の
桜
の
名
所
と
い
え
ば
、
水
族
館
横
の

一
摩

川

丸
¥
麟
誠
一aj…

閑
悩
調
関
繍
劇

「
魚
津
総
合
公
園
」
で
す
ね
。

一
炉

、

d
p忌
震
世
話

幽
闘
醐
覇
頃
謹
一
副

魚
津
総
合
公
園
は
昭
和
町
年
に
整
備
さ
れ
、

一
関

N
邸
宅
空

欄
明
選

4

躍
も
わ
弘
義
語
悶目立
記

明
繭
噂
弘
蒋
滋
滋
笠

3

5

0

2

木
々
も
大
き
く
成
長
し
ま

J
た。

喜

屋

沿

線

総

選

こ
の
美
し
い
桜
並
木
に
更
な
る
花
と
賑
わ
し
を

一
盟
自
警

f
F
E

翻網開…
……Arh
ψ

……普
段

鯛
酬
明
……
dLh
JR
￥

添
え
る
お
花
見
イ
ベ
ン
ト

『
桜
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
』

一
園
田
明
喧
唖
寝
!
補

問
腕
相
応

i
F松
明
弘

を
開
催
し
ま
す
。

問

題

単

一「
。チ
一

癖

事

弘

一一一九一摂

飲
食
や
音
楽
な
ど
を
満
喫
で
き
る
お
祭
り
イ

癌

韓

r

韓
民仁
氏

ベ
ン
ト
で
す
の
で
、
ご
家
族
や
お
友
達
な
ど
と

一
端
戦
線
翻
闘
伊
主
噌

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

一
際

劉

劇

劉

認

可

遊

び

に

来

て

ね

!

日
時

4
月

8
自

国

午

前

日

時

1
午
後

9
時

一
関

関
脇

制

職

む

4
月

9
日

同

午

前

日

時

1
午
後

6
時

一
盛
罰
膨
量
船

泣
しJF

f
i
t
i
t
i
l
-
-
J
I
l
l
i
-
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EM&t;.霊童-1-- ;t-:1/! 
~生態から食まで~

今年は生きたホタルイ力が見られるだけでな

く、ホタルイカの生態もパネルで解説。さら

に、魚津のホタルイ力の加工品 A

も充実させて展示しています。 、文hL~

期間 5/31 (7J<)まで展示中 。ぃC達三
会場水族館3階特別展示室 -\...エ~。

-fj~~~~~"Jt晶軍基号事・蔀IE歪ヨ

神秘の光・ホタルイ力の発光を間近で1見てみ

ませんか!感動すること間違いなし!

日 時 5/28 (日)までの日曜・祝日に

1日6回実施

所要時間約 20分

水族館3階レクチヤールーム場AQ
E
 

E2跡量由民荘重豆沼諸諸葺彦司詰~mヨ

テーマ 魚津水族館内の動物、又は水族館風景

期間 4/9(日)まで各9:00'"'-'16:00 

対象保育園・幼稚園児~中学生

提出締切 4/16 (日)

※参加費無料(付添の方は入館料が必要)

R11碕兎~事宰芸置I'~Ta:司fil理主t~~届留酒E

( ) 

昨
年
も
好
評
の
『
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
釣
掘
』
が

今
年
も
開
屈
し
ま
す
。
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
プ
ー

ル
を
利
用
し
、
遊
園
地
に
隣
接
し
た
一
風
変

わ
っ
た
釣
掘
り
で
す
。

今
年
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
に
営

業
し
ま
す
の
で
、
遊
園
地
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

釣
掘
と
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

ラ
ン
ド
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

釣
堀
開
催
日

4
月
ぬ
日
出

1
5月
7
日
同

午
前

9
時

i
午
後

4
時

料
金

l
竿

5
0
0
円
(
餌
付
き
・

1
時
間
)

V
桜
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
お
よ
び

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
釣
掘
の
お
問
合
せ
先

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ハ
ウ
ス
岱

μ
・
9
5
7
8

食べられる野草をさがして調理&試食してみ

よう。どんな昧かな?

日時 4/22(土)9:00'"'-' 15:00 

行き先松倉城跡周辺(埋没林博物館集合)

対象小学生以上~一般

定員 20人(申込みJI慎)※参加無料
5 

E~m量民主宰~~市al!E翠~J:I1唖E

郷土の自然を写真で再発見

4/30 (日)まで開催中!

会場埋没林博物館展示通路(要入館料)

.，~~温哩11'11~~去三

埋没林博物館を

あなたのお花でかざってみませんか?

応募期間 4/1 (土)'"'-'5/30 (火)まで随時受付

します。花材・花器は自由です。(各自でご用

意ください。)大応募者にはプレゼント進呈|

FD老Fーム 守交是認II 歴
史
民
俗
博
物
館

食
の
歴
史
展

開
催
期
間

4
月
刊
ω
日
制

1
8月
幻
日
目

古
代
か
ら
昭
和
に
至
る
ま
で
、

富
山
県
内
で
食
さ
れ
た
も
の
を

探
り
ま
す
。
縄
文
時
代
か
ら
戦

国
時
代
に
か
け
て
の
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
食
物
や
現
代
に
至
る

ま
で
の
食
事
形
態
の
変
遷
を
た

ど
り
ま
す
。

※
入
場
無
料

V
問
合
せ
先

魚
津
歴
史
民
俗
博
物
館

宮
汎
・

7
2
2
0

開
館
時
間
午
前
9
時

i
午
後
5
時

大4/1住)から開館時間を拡大しました

開館時間 8:30'"'-'21 :30 (日曜・祝日も同じ)

トレー二ングルーム利用時間

平日・土曜 10:00"-'21:30 日曜・祝日 10:00"-'17:00

開館日でランニングコースの利用できない日

4/9(日)・ 23日・ 29(士)いずれも 17:00まで不可

22(土)は終日不可



受診申し込みハガキ、または電話で検診日の

5目前までにお申し込みください。

!炉、要|受診券、健康手帳、検診料金)

!集団がん検診 l
V
問
合
せ
先

・
魚
津
市
健
康
セ

ン
タ
ー

8μ

・
3
9
9
9

.
健
康
セ
ン
タ
ー
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
の
び
の
び
」

宮
川
此
・

0
4
1
5

胃がん検診を受けるときの服装

(健康体制11者教室釘議集1
肩こリや腰痛などの症状改善を !

はじめ、健康づくりをしたい方に (

おすすめの東洋体操です。

期間 ( 

5/11 (木)"-'7/27(木)の毎週木曜日

9:30，，-， 11 :30 

会場健康センタ-

受講料 700円(テキス卜代)

申込み締切 5 / 9 (火)

少申込み先健康センター ! 

がん検診案内書(対象の方には4月上旬に

康センターまで連絡ください。

.市内指定医療機関でも受診で

きます 0

・集団検診・施設(医療機関)検

診ともに、今年 4月から自己

負担金が一部変更になりまし

た。保健だよ りや、がん検診

案内書でご確認ください。

制度

検診

請し

療
検
を

医
各
証

実施日 士4E』 場

18 (火) 日力厚生会館

21金) 大 町公 民館

27 (:木) 健康センター

!内 容 料金 受付碍間

胃がん 1，000円 8:30，，-， 9:30 

大腸がん 600円 8:30"-' 9:30 13:00"-' 14:00 

子宮がん 1，000円 13:00"-' 14:00 

乳がん 1，000円 13:00"-' 14:00 

大がん検診を希望される方で、

送付)が届いていない方は倒

ャ 一一一一一一¥

会場健康センタ- i

l※初めて参加される方は
| 事前にお申込みください。

| 内容 l 実施日 l 時間 !

!介護に I 11日(火)I 1 I I W V¥J 1 9:30，，-， i 
)至らないための I 18日(火)I 1 I V '::::' ¥/'1 1 11 :30 
1教室や相談等 I 25日(火)I 

EE盟国健康センタ-

!・健康的に体重を減らすための 実施日

運動や食事について学ぶ教室です。 4/13(木)・ 5/22(月)I 
110:00"-'12:00 

1対象・ 65歳以下で 〆夕、宅 6/19 (月)・ 7/26(水)I 
BMI ※ が 25 以よの方与やよ~※ BMI とは…

1 ・4固とも出席できる方 守的司 ;体重(kg)7身長(m)7身長(m)で
買:a._ 出てくる数値です。 I

間時

砂申込み・問合せ先・会場(医霊重量産室盟

E雨量言藷議官柔宣伝~~軍司~主主記事E

:採用人数 2名程度

l資格 昭和31年以降に生まれた者で、

看護師資格を有する者

;申込み期限 4/15 (土)

※郵送の場合は、期限日まで必着

|提出書類 履歴書及び資格書の写し

|※面接日は、申込み者に別途案内

l平成 18年5月頃より採用予定

惨申込み・問合せ先

干937-0041

魚津市吉島 1165

魚津市健康センタ

H24-3999 

!勤務形態や業務内容、賃金等詳細に

iついてはお問合せください。

~~ 

外
出
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な

せ

ん

か

?

ヲハ
ω

ル)、

筋
力
は
も
ち
ろ
ん

「
脳
と
体
の
連

も
お
ろ
そ
か
に
な
り
ま
す
。

携」
健
康
を
保
つ
た
め
に
も
散
歩
や
買
い
物
、

交
流
の
場
所
な
ど
積
極
的
に
出
か
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

暖かくなってきました

みんなでお花見にでも

でかけてみませんか



。。 同 |母子手帳、予防接種者は予診票)

将二アf) 会場健康センタ

容 対象者等 実施日受付時間 i

盟国国圏

きコず
軍~5rg

こ十〉こ十二言

4
・一刻
3F6

4
，
，
.耳目
出
喝
4
F再
建
安
婦
ら
S
F
HB

(') 

4 か月児健診
第 1子

;苗 4 か月 児 13日(木)
13:00~1 3: 15 

股関節脱臼検診 第 2子以降
13:15~13:30 

1歳 6か月児健診 平成16年9月生まれの児 11日(火)13: 00~1 3: 30 

3 歳児健診
平成14年10月生まれの児 26日(水)13:00~13:30 

事前に案内を送付します

マタニティセミナー
妊婦とその家族 21日働 9:15~9:30 

(Aコース妊娠・出産編)
一一…一一一一一ーー ー』ー}白山由ー一一一一一一一一一一 町一ー一一一一一一一一一-_.._._.-一一一一一一ー島町一一一司』・一 一一一一ー一 ー一一一ー"

乳幼児とその家族

のびのび広場
実施日 5日(水)・7日幽

9:30~1 1 :00 
12日(水)・14日(金)・21日陰)

26日休)・28日(釘

あいあい広場
乳幼児とその家族

実施日月曜~金曜

(魚津愛育圏内) ※3日(月)・5日(水)・21日(金)

• 25日(火)はお休みします。

赤ちゃん広場 生後6か月までの乳児とその家族 19日(水) 9:30~11:00 : 

B C G 生後 2'"6か月未満の児 19日(水)13:00"'14:00 : 

生後 3，...__，90か月未満の児

ポ 1) オ 実施日 7日(甜・12日(水)・14日(金) 13:00~14:00 I 

17日(月)・20日休)・28日倒

内

健

康

診

査

教

室

かのん

岸田香音ちゃん

広

場

予
防
接
種

! 育児サロン 参加者募集 1 
月 1回木曜日の午前中、親子のふれあ i
iいと情報交換の場づくりとして、育児サ |

|口ンを実施します。※第 1回目は 4/20閑 l

l対象 1歳以上吋圏限族
受付 4/10 (月)，...__，14住)(先着 15組)

会費 1歳以上の子ども 1人につき i 

! 年間 1，200円 i 
i※児童センターの親子教室に参加される i
| 方は、ご遠慮ください。 I

1惨申込み・問合せ先・会場 健康センタ

島監覇者自Iml直面"'="':i~"'~諸規同'5'~!沼通E事国自制Ef1~重層岡田E重層調

4月から、 三種混合予防接種は j なお、現在お渡ししている予診票 !

個別接種(市内指定医療機関)にな iは、新しい予診票と取替えが必要で ;
リました。他の予防接種との間隔 (すのでご注意ください。健康センタ-i
を確認し、体調の良い 日に接種 し|か市内指定医療機関の窓口において、!

てください。 I予診票を取替えてください。

医療機関によっては、予約が必要 ! 接種対象年齢は生後 3"-'90か月未
な場合がありますので、事前に医擁 !満になります。ただし、 8CGを先
機関に確認の上、受診しましょう。 !に接種しましょう。 /・可

変更点 これまで I 4月以降 ~hl_ 
接種方法 集団接種 個別接種(市内指定医療機関) 三塁必~

対象月齢生後6か月から 生後3か月から 立与

生後 12か月から 24か月未満で、麻しんと風
しん予防接種を接種していない子は、早めに麻

しん風しん混合予防接種を受けましょう。

新しい予診票をお持ちでない方は、健康セン

tターか市内指定医療機関でお渡しします。

麻しんか風 しんのどちらか一方のみ接種して

iいる子で生後24か月未満の子は、単独の予防接
i種を受けることになリます。従来の予診票を使
l用し、早めに接種しま しょう。
※日本脳炎予防接種は現在も休止中です。

流行地域へ渡航予定の方はご相談ください
( ) 

教
え

Z
I・
ド
ク

?
I

「
が
ん
」
か
ら
身
を
守
ろ
う

富
山
労
災
病
院
院
長
三
輪
晃
一

2
人
に

l
人
は
が
ん
に
擢
り
、

3
人
に

l
人
は
が
ん
で
死
亡
し
ま
す
。

が
ん
の
怖
さ
は
、
末
期
に
な
る
ま
で
症
状
が
無
い
こ
と
で
、
異
常
に
気

づ
い
た
時
に
は
、
が
ん
は
進
行
し
て
お
り
、
発
展
し
た
現
代
の
医
療
を

持
っ
て
し
て
も
治
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

こ
の
が
ん
を
退
治
す

る
に
は
、
無
症
状
の
時
期
に
見
つ
け
る
必
要
が
あ
り
、
定
期
的
に
検
診

を
受
け
る
こ
と
の
重
要
さ
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
す
。

が
ん
の
予
防
に
は
、
l
次
と

2
次
が
あ
り
ま
す
。
発
ガ
ン
の
原
因
は
、

わ
れ
わ
れ
の
生
活
習
慣
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
次
第
に
明
ら

か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
タ
バ

コ
を
吸
う
人
は
、
吸
わ
な

い
人
に
比

べ
肺
が
ん
、
喉
頭
が
ん
、
食
道
が
ん
、
口
腔
が
ん
は
何
倍
、
何
十
倍
と

高
く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
塩
分
の
摂
取
が
多
い
地
域
に
は
胃
が
ん
が
多

い
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脂
肪
の
摂
取
が
多
い
と
、
乳
が

ん
、
大
腸
が
ん
の
発
生
が
高
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
肝
が
ん
は
、
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
、
子
宮
ガ
ン
は
パ
ピ

ロ
l
マ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

っ
て
起
こ

る
こ
と
は
、
紛
れ
も
無
い
事
実
で
す
。
こ
れ
ら
の
危
険
因
子
を
避
け
れ

ば
、
が
ん
が
予
防
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が

1
次
予
防
で
、
が
ん
撲
滅
の
最
も
大
事
な
方
略

と
し
て
こ
れ
か
ら
普
及
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、
人
は
が
ん
か
ら
身
を
完
全
に
守
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
。

で
き
た
が
ん
を
で
き
る
だ
け
早
く
発
見
し
、
治
療
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
現
在
の
診
断
技
術
は
、
勝
が
ん
の
よ
う
に
早
く

発
見
す
る
術
も
確
立
さ
れ
て
い
な
い
が
ん
も
あ
り
ま
す
が
、
胃
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
、
肺
が
ん
な
ど
は
、
検
診
で
早
期
の
状
態
で
見
つ

か
る
の
で
す
。
こ
れ
が
、

2
次
予
防
で
す
。

「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
、
み
な
さ
ん
賢
く
な
っ
て
、
年
に

1
度
の
が
ん
検

診
で
早
く
が
ん
を
見
つ
け
、

長
生
き
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

テ
ー
マ

ア
ス
ベ
ス

ト
と
健
康
障
害
に
つ
い
て

骨

材

〈

講

師

呼

吸

器
科
部
長
水
橋
啓
一
医
師

て

日

時

4
月

初

日

同

午

後

6
時
叩
分

1
7時
初
分

午
後

6
時
か
ら
開
演
時
間
ま
で
看
護
師
等
に
よ
る
健
康
相
談

を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
※
参
加
無
料

V
問
合
せ
先
・
会
場

富
山
労
災
病
院

E
n
-
-
2
8
0

み
ん
な
@保
健
室



y 
f 話題の一冊 -

E自f~電諸市E

火曜~金曜 9:00'""'21:00

土曜・日曜 9:00'"'"17:00 

臨調
4/3 (月)・10(月)・ 17(月)

24伺)・27同・ 29出

毎
日
お
か
ず
を
変
え
ら
れ
る

組
み
合
わ
せ
自
由
自
在
べ
ん
と
う

E'恒産軍軍iII宮司彊司
「おはなしを楽しむ会」の

みなさんに絵本を読んで

もらいます。

4/1出・ 8出・ 15出・ 22比)

各10:30より開始

ga遁理議語~::;I

E置HHIi霊園
4/23 (日) 10:30'"'" 

図書館視聴覚室

すてきなお話と楽しいゲーム

みんな来てね!

岡
田
ヒ
ロ
子

編

おりがみ教室|
季節に合わせたおりがみを折って、

飾ってみませんか?

日時 4/2(日)・22出各 13:30'"'-'
会場 ボランティアルーム

(図書館 2階)
日本折紙協会

高山三千江氏

※参加無料
似講師

楽
し
く
え
ら
ん
で
こ
の
一
冊
j
新
刊
図
書
か
ら
の
ご
案
内
j

目

制

民

間

回

開

園

「

本

」

に

恋

し

て

松

田

哲

夫

沖

で

待

つ

総

山

秋

子

ク

l
ル

ジ

ャ

パ

ン

世

界

が

買

い

箱

根

強

羅

ホ

テ

ル

井

上

ひ

さ

し

た

が

る

日

本

杉

山

知

之

挑

戦

者

大

薮

春

彦

食
が
わ
か
れ
ば
世
界
経
済
が
わ
か
る

K
A
I
K
E
T
S
U
-
-
赤
頭
巾
侍

榊

原

英

資

鯨

統

一
郎

ア
フ
ガ

ニ
ス

タ

ン

か

ら

世

界

を

見

る

刺

繍

天

国

松

井

雪

子

春

日

孝

之

七

姫

幻

想

森

谷

明

子

日

本

人

の

心

と

建

築

の

歴

史

衣

食

足

り

て

山

口

瞳

上

田

篤

デ

ス

博

士

の

島

そ

の

他

の

物

語

お

む

す

び

こ

ろ

り

ん

雅

姫

ジ

l
ン
・
ウ
ル
フ

私

の

昭

和

の

終

わ

り

史

四

十

一
焔
(
上
・
下
巻
)

赤

瀬

川

莫原
平

4

味
わ
い
、
彩
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
加
え

て
食
べ
る
人
の
体
調
や
好
み
に
合
わ
せ
て
作

れ
る
の
が
、
子
守
つ
く
り
弁
当
の
良
い
と
こ
ろ
。

バ
ラ

エ
テ

ィ
ー
豊
か
な
お
か
ず
を
紹
介
し
、

朝
の
忙
し
い
お
弁
当
づ
く
り
を
無
理
な
く
続

け
る
知
恵
が
満
載
で
す
。
愛
情
い
っ
ぱ
い
の

手
作
り
弁
当
で
、
家
族
を
笑
顔
に
し
ま
し
ょ

v

つ
。

にコ

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
を
わ
す
れ
な
い

今

西

乃

子

天

気

の

不

思

議

森

田

正

光

ピ
ッ
チ
と
あ
お
い
ふ
く
井
川
ゆ
り
子

お
べ
ん
と
う
パ
ス
真
珠
ま
り
こ

り
は
め
よ
り

1
0
0
倍
恐
ろ
し
い

木

堂

椎

包

帯

ク

ラ

ブ

天

童

荒

太

は
っ
ぱ
ら
つ
ぱ
の
お
月
さ
ま

長

崎

夏

海

世
界
は
お
わ
ら
な
い

ジ
ェ
ラ
ル
デ
ィ
ン

・
マ
コ
ッ
ク
ラ
ン

ft23-1777 

E重1:lgl霊盈盈置

勢
E歪1=llu霊Illim.

でて

今月の日曜開館

こぱとI4/ 2 

かもめ I4/ 9 

つぱめ I4/16 

ひぱリ I4/23 

開

館

時

間

午

前

9
時
半
か
ら
午
後
6
時

休

館

白

日

曜

・

祝

日

ft 24-2402 

11日(火)
15:30 
カラフルj)ピーズ

12日(7.1<) ビーズて闘いろんな形を作ってアイロンでかためるよ

19日(水)15:30 
入学・進級おめでとう会

みんなて"ポップコーンをつくってお祝い!

27日(木)16:00 
ドッジボール大会

力をあわ廿て、優勝めざしてがんばろう!

大町こぱとft 23-5133 

10日(月)15:30 
スプリングロールサンドを作ろう 定員40名
クルクルまいたらできあがリ̂ -'!

22日(I) 14:00 
入学・進級おめでとう会 定員40名 | 
みんなで楽しく入学・進級のお祝いをしよう l

27日(木)
15:30 
わくわく工作

28日(金) つくってあそべるおもちゃをつくるよ

本江つぱめ

E週三幽星匝i逗圃/ィ;18ご、
Jかもめ

E重量!I且!I面画量

経由

I/n¥IA i 1"¥1"¥1入学・進級おめでとう会17日I(月)115:001
| I'V'V"I新しい学年になったお祝いをしよう

18日I(刈1.~ ~ J パッとフラワー
1:' -:115:301 
19日(水)I'V'VVIパッと咲く不思議な花を作ってみよう

1 '-1._1 r "，Jこんにゃく、食べてみそ?
27日|休)115:301

I ¥'I'I!lv.vVIルーレッ卜で君は何本当たるかな?

ど砂 ひばり 六良仇 ft23一0500

8日(土)14:00 
入学・進級おめでとう会 定員30名
新しいお友だちもたくさんできるといいね!

22日出 14:00 
りんごの花見に行こう!

りんごの里加積の春を探しにでかけよう

25日(火)
15:30 
ガラスアー卜に挑戦! 定員40名

26日(水) ガラスの空き瓶を1つ持ってきてね



4園
周富
@錨

品
づ昌

; 
レ1
シ提

日のフぉコ、情報カしシ夕、ー
歴史民俗博物館開館 (11/30まで無休〉
パークゴルフ場オープン 9:00"'-'
大年間パスポート受付中

4/1"'-'11/30の問、 1人15，000円
申込み時に顔写真(縦 3cmx横 2cm)を

(土) ご持参ください。

2畠
3L1m 

映画「かかしの旅」上映会 ("'-'4/2) 
4/1①10:30"'-'②14:00"'-'③19:00"'-' 
4/2①10:00"'-'②13:00"'-'③17:00"'-' 
大人 1，000円高校生以下300円
炉問合せ先・会場新)11文化ホール H23-1123

4 (火)大町・経由幼稚園始業式
5陛)市立小中学校始業式
6也 市立小中学校入学式
7働大町・経由幼稚園入国式

桜のページ'ェン卜("'-'4/9) 
8 (.土)
10:00"'-'21 :00 魚津総合公園 (~P27参照)

魚津の朝市 7:00"，-， r海の駅J霊気楼
4月の歩こう会 8:39地鉄新魚津駅発

9 (日) 地鉄立山線釜ヶ淵駅下車~成政神社と常西の
桜の花見~近くの地鉄まで(8キロと12キロ)
炉問合せ先魚津歩こう会 ~24-3123 (盛永)

10 (月)

11決)

12 (7.1<) 

13 ~木)

14働

診療日 -般 医
2日(日)ピーチクリニック二217500

北鬼江
9臼(8)桝崎クリニック ii22-8800

16日(日)吉島内科クリニック量27-8825

23白(日)平野クリニック二215230

寿町
29日也)大崎クリニック ii23-1001 

308(日)青山内科長270250

E'~J'lll~ヨ局自四回品在意逼司喧~~

魚津青空市(フリーマーケット)
15也)
9:00"，-， 14:00 市役所前公菌

16 (日)

17 (月)
18 (火)
19 (7.1<) 

201体)

室気楼バザール

10:00"'-' 15:00 電鉄魚津駅前公園周辺

211金J :.今年Id:i霊気持」宇野里とができるかな?;

森のゆめ市民大学

第 5期第 1回講座講師:大宅映子

13:00'"新川文化ホール(※受講生のみ)
22(出
春の苗木・花苗即売会(緑花木苗・果樹苗・花苗など)

9:00'" 15:00市役所前広場
惨間合せ先 新)11森林組合 fi23-0111

魚津の朝市 7:00"，-， r海の駅J霊気楼
23(日)第26包魚津しんきろうマラソン

24 (月)

25(刈

26'水)

9:00開会式・水族館発着 ("-P24参照)

緑花木の街頭無償配布(品種:ハナズオウ)

27 (:木) 13:30'"中央通り(鷹休漆器庖横)
砂閤合せ先 市役所みどり保全課 fi23-1038

28e劃
29也)みどりの日

2006ART /X/TOY AMA in UOZU 
30(日)第5回富山国際現代美術展("'5/7) 
10:00'" 18:00 新川文化ホール

瓦 μ」町ワロfロ1マ土ノ歯科医院
必63-0269

0口f岡市 τ 歯制医院羊己町
463-1066 

斗山町
1~ 口細川 11 門歯町医院品

凋64-1166

つq口四加藤歯科医院__[__rn町
473-1182 

ぐ~)

し)



魚
津
の
三
大
奇
観
の
一
つ
で
も
あ

る
「
ホ
タ
ル
イ
カ
」

。
正
確
に
言
う

と
水
橋
か
ら
魚
津
に
か
け
て
、

4
月

か
ら

5
月
の
産
卵
期
に
ホ
タ
ル
イ
カ

が
無
数
に
押
し
寄
せ
る
「
ホ
タ
ル
イ

カ
群
遊
海
面
」
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

ホ
タ
ル
イ
カ
は
本
来
深
海
に
生
息
し

て
い
ま
す
が
、
今
の
時
期
に
な
る
と

産
卵
の
た
め
に
、
深
夜
、
海
岸
に
浮

上
し
て
く
る
の
で
す
。

ホ
タ
ル
イ
カ
自
体
は
山
陰
か
ら
新

潟
県
沖
に
か
け
て
生
息
し
て
い
ま
す
。

太
平
洋
岸
の
相
模
湾
や
駿
河
湾
で
も

捕
獲
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

大
群
で
海
岸
近
く
ま
で
押
し
寄
せ
る

の
は
富
山
湾
独
特
の
も
の
で
、
こ
れ

は
富
山
湾
内
の
地
形
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

波
打
ち
際
ま
で
来
て
、
時
に
は
浜

に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
し
ま
う
、
い
わ

ゆ
る
「
ホ
タ
ル
イ
カ
の
身
投
げ
」
現

象
は
特
に
珍
し
く
、
県
内
外
か
ら
身

投
げ
す
る
ホ
タ
ル
イ
カ
を
綱
で
す
く

分類・ホタルイ力モドキ科

英名・ Fireflysquid (Toyama squidともいう)

生息域・日本近海に広く分布

-ホタルイ力の展示コーナー

5/31 (水)まで展示中

-ホタルイ力の発光実験

5/28 (日)までの

日曜・祝日に 1日6回実施

い
に
来
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

青
白
く
、
神
秘
的
な
光
を
放
つ
ホ

タ
ル
イ
カ
は
「
富
山
湾
の
神
秘
」

「
龍
宮
か
ら
の
使
者
」
と
称
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
、
「
コ
イ
力
、

「
マ
ツ
イ
カ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
明
治
犯
年
に
、
ホ
タ
ル
の

生
態
研
究
で
世
界
的
に
有
名
だ
っ
た

渡
瀬
庄
三
郎
博
士
が
こ
の
イ
カ
を

「
ホ
タ
ル
イ
カ
」
と
命
名
し
、
以
後
、

そ
の
名
が
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
イ
カ
は
、
腕
先
・
眼
・
体

の
表
面
の
お
腹
側
が
光
り
、
最
も
明

る
い
の
は
腕
先
の
発
光
で
す
。

光
る
理
由
は
、

・
光
で
驚
か
せ
て
敵
か
ら
逃
げ
る

・
昼
間
、
海
上
の
明
る
さ
に
紛
れ
込

ん
で
敵
の
目
を
欺
く
た
め
の
擬
態

・
仲
間
同
士
、
光
で
会
話
し
て
い
る

な
ど
様
々
な
説
が
あ
り
ま
す
。

ホ
タ
ル
イ
カ
は
大
き
い
も
の
で
も

せ
い
ぜ
い
胴
長
6
j
7
セ
ン
チ
。
そ

の
可
憐
な
姿
と
青
白
い
光
を
発
し
て

群
集
す
る
さ
ま
は
実
に
神
秘
的
で
す

が
、
そ
の
生
態
に
つ
い
て
は
ま
だ
謎

の
部
分
も
多
く
、
神
秘
の
ベ
!
ル
に

包
ま
れ
、
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
編
惜
ホ
ム
得
担

一

回
一

V
世
界
一
に
な
っ
た
日
本
の
野
球
。

3
月

幻
日
に
行
わ
れ
た

W
B
C
(
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
)
決
勝
戦
を
ご
覧

に
な
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

V
一
時
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

進
む

こ
と
す
ら
危
ぶ
ま
れ
た
日
本
チ
ー
ム

で
し
た
が
「
夢
は
あ
き
ら
め
な
い
」
と
い

う
精
神
が
こ
の
快
挙
に
つ
な
が
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
少
し
で
も
上
を
目
指
そ
う
と
す

る
選
手
た
ち
に
敬
服
し
ま
す
。

V
広
報
誌

の
編
集
作
業
も
「
上
を
目
指
す
」
と
い
う

点
で
は
同
じ
。
美
し
い
写
真
、
見
や
す
い

レ
イ
ア
ウ
ト
、
気
持
ち
の
良
い
文
章
:
・。

今
月
も
、
少
し
で
も
み
な
さ
ん
に
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
が
ん
ば
っ
た
毎

日
で
し
た

o
V
思
い
返
せ
ば
、
こ
れ
ま
で

数
々
の
賞
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
広

報
う
お
づ
」
が
県
内
は
も
ち
ろ
ん
全
国
レ

ベ
ル
で
も
通
用
す
る
質
の
高
い
も
の
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
証
で
は
あ
り
ま
す
が
、

大
切
な
の
は
何
よ
り
「
読
み
手
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
紙
面
を
つ
く
る
こ
と
」
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
一

人
で
も
多
く
の
魚
津
市

民
の
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
広
報
誌
で
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
(
よ
)

十374

+112 

前年比

内
ベ
U

十 81

住民基本台帳調べ(外国人登録者含む)

前月比

十44

-27 

22，794人

24，201人

46，995人

16，423世帯 +68

+ 17 

女

言十

世帯数

男




